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オルドス・モンゴルの祖先祭祀

末子トロイ・エジン祭祀と八白官の関連を中心に

海　　英＊

TheRitualofAncestorWorshipamongtheOrdusMongoIs

HaiyingYANG

TheritualofworshipplngToloiEjen，theyoungestchildofCingglS

Qaan，hadbeenmaintainedintheOrdusregioninInnerMongoliauntil

1956．In Mongolian society，based on ultimogeniture，the youngest

childisconsideredtobe”thesonwhokeepsthefurnaceandfire”andin－

herits allthe property from his forefathers．At the same time，the

youngestchildisunderanobligationtoperformritualstoworshiphis

family’sancestors．

IntheOrdusreglOn，theritualclan，Whichadministerstheancestral

ritualfortheyoungestson，ToloiEjen，iscalled“ddrqad”．Theddrqad

usua11y worship Toloi E5en，but theyalSo worship the successive

ancestorsoftheCinggisQaanfamily，OnbehalfofToloiEJen．The

ritualinwhichCinggisQaan’SancestorsareWOrShippedisadministered

bythesameddrqad，theritualclanworshipplngToloiEJen，andthese

ritualsarecalledyaril－untの／ilγ－a．

ThispaperwillfocusontheToloiEJenritualduringtheeraofthe

late Ching dynasty and the early Republic of China，and analyse

historicaldocuments．Analysiswillalsobemadeofthesocialstructure

Oftheritualclan，thedarqad，WhichhadbeenadministeringtheToloi

EJenritual，mainlyonthebasisofdataandmaterialsobtainedthrough

the負eldworkofthewriter．Followlngthat，theactualstateoftheToloi

E5en ritualis described and particulary，the connection between the

ToloiE5enritualand yari／－un tqyilγ－aWillbeanalyzed．Bythis，the
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multi－layered structure of the ancestor worship ritual of the Ordus

MongoIswillbeexamined．TheToloiE5enritualandyaril－untqyilγ－a

arebothpoliticalritualstodemonstratethesuperiorityoftheprestigious

BorjiginfamilyfromwhichCinggisQaanWaSdescended．
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チンギス・ハーンの末子トロイ・エジン（ToloiEjen）の祭殿（～叩α〃0〝知日官）

は，1956年までオルドス地域のオトク旗にあった。これは，郡王族（現在のエジン・

ホロー旗）にあるチンギス・ハーンの祭殿（八白官）からは遠く離れている（地図参

照）。トロイ・エジン祭殿の祭祀のうち，チンギス・ハーン一族の諸祖先を祭るガリ

ル祭（叩r払〟〃町坤－α）は，毎年陰暦3月20日に八白宮でおこなわれる。ガリル奈の

主宰者は，末子トロイ・エジンの祭祀に従事する祭祀者のダルハト（血叩d）であ
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った。末子トロイ・エジンみずからが一族の祖先を祭るという，モンゴルの末子相続

制にもとづく祭祀活動を，末子トロイ・エジンの祭祀者たちが代行してきたのである。

トロイ・エジン祭祀とガリル祭については，サインジャラガルとシャラルダイがそ

の著書『黄金オルドの祭祀』のなかで，簡潔な記述を提示している【SAYmJmr仙＆

岳AMDAI1983：132－140，38㌢395】。著者は実地調査で得た情報に依拠しており，資

料価値がきわめて高い。

トロイ・エジンの祭祀のはじまりについて明確に記した歴史資料はみつかっていな

い。祭祀者ダルハトたちは，元朝のフビライ・ハーンの時代に起源を持つと主張して

いる。清朝時代と中華民国時代のトロイ・エジンの祭祀に関する資料は『成書思汗八

自室』という文書集に少量ながら収録されている。

本論文では，第一に，文書集『成吉思汗八自室』に収録されているトロイ・エジン

関連の歴史資料を提示し，分析を通して，歴史上のトロイ・エジン祭祀の再構築を試

みる。第二に，私自身が祭祀者ダルハトから入手した情報を中心に，サインジャラガ

ルとシャラルダイの報告を参照しながら，かつてのトロイ・エジン祭祀の実態を復元

する。第三に，トロイ・エジン祭祀とチンギス・ハーンの八白官との関連に焦点をあ

てて歴史的考察をおこなう。一連の考察を経て最後に，モンゴルにおける祖先祭祀の

重層的構造についての仮説を打ち立てたい。

まず，以下の論述に関する歴史的背景を述べておきたい。オルドス・モンゴルは，

15世紀ころに形成されたモンゴルの6つの万戸集団のうち，右翼3万戸のひとつであ

った。右翼3万戸の指導者は，ジノンであった。ジノンは，副ハーンに相当し，大ハー

ンの意志にもとづいて，モンゴルの右翼3万戸を管轄する職務であった。ジノンは普

通オルドス万戸に駐営し，オルドス万戸が主宰するチンギス・ハーンの八白官祭祀を

監督していた。オルドス・モンゴルは1635年に清朝の支配下に入った。1649年に盟・

旗・ハラー・ソムという行政組織が導入された。その際，オルドスには6つの旗が設

置された。それは，オルドス左翼前旗（ジュンガル旗），オルドス左翼後旗（ダラト

旗），オルドス左巽中旗（郡王族），オルドス右翼前旗（ウーシソ旗），オルドス右巽

中旗（オトク旗）とオルドス右翼後旗（ハンギソ旗）の6つである。後に1731年にオ

ルドス右翼前旗（ウーシソ旗）から新たにオルドス右翼前末旗（ジャサク旗）が分離

し，7つの旗となる。旗は，いずれもモンゴル固有の父系親族集団（oboγ）1）を中

1）モンゴル社会において，父系親族集団を指すもっとも基本的なことばは，オポク（oboγ）
である。オボクは，祖先を共有する外婚集団である。オルドス・モンゴルのオポクについて

は，モスタールトの報告がある【MosTAERT1934：21－541。オルドス・モンゴルのオポクの／
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核に形成されたものである。そのため，オルドス・モンゴル人は，今日に至るまで各

旗の名前を，その旗内の中心的な父系親族集団の名称で呼んできた。たとえば，左翼

後旗をダラト旗，右翼前旗をウーシソ旗と呼んできた。このような通称は，清朝時代

の公式文書には登場しない【NAMUN1989：8－121。

旗の最高責任者の公式名はジャサクで，これにはチンギス・ハーン一族の者が選ば

れた。ジャサクには，清朝に対する功績の大小と忠誠度によって，親王，郡王，べ－

ラ，ベース，鋲国公，輔国公などの爵位が授けられた。民間では，旗の最高責任者を

ワン（王），ノヤソ，ワンイェ（王爺），グシュー・エジン（旗の主君），グシュー・

ジャサク，などと呼んでいたが，本論文では，「旗王」と訳す。ジャサクの下には2

人の協理（トサラクチ）という補佐役がおかれていた。ひとつの旗は，複数のハラー

からなり，ハラーはさらにいくつものソムによって構成されていた。ハラーの長官は

ジャランで，ソムの長官はジャンギであった。

オルドス7旗は，ひとつの盟，イケ・ジョー（伊克昭）盟を形成していた。盟長は

ダーといい，各旗の「旗王」が順に担当した。清朝時代から中華民国にかけて，盟長

ダーはチンギス・ハーン祭祀のジノンを兼任していた。

2　歴史文書にみるトロイ・エジンの祭祀状況

『成書思汗八自室』という七韓からなる文書集は，ナラソソ（Narasun）とェルデ

ムト（ErdemtB）が編集し，1985年から1987年にかけてオルドスの伊克昭盟樽案館か

ら，ガリ版印刷で出版されたものである。収録された文書の時代は乾隆年間

（1736－1795）から中華民国時代に至る。その対象はチンギス・ハーンの祭殿（八白官）

をはじめ，軍神カラ・スゥルデ（黒三叉），それに1950年代までオルドス各地に存在

したさまざまな祭殿に及ぶ。文書集には，祭祀者ダルハトたちからジノンや旗王に提

出した祭祀の経過と結果に関する報告書，ジノンや旗王からダルハトに出した令状，

祭祀者ダルハトの名簿，祭祀器具の詳細なリスト，祭祀において唱えられる各種祭詞

など豊富な内容が収録されている。そのなかに，直接トロイ・エジン祭祀をあつかっ

た文書は10篇あり，本論文ではそのうちの9簾について分析を試みる。ただし，この

文書集は，伊克昭盟楷案館所蔵のオリジナル古文書を編集者が書き写したもので，そ

の過程でどのような変容が生じたかについては，オリジナルをみていない私には判断

＼名称は，13世紀の『モンゴル秘史』に登場するオボク集団の名称や部族集団の名称と一致す
るものが多い。
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のしょうがない。オリジナルの現状翻訳は，原意をたもつため，基本的に逐語訳とし

た。訳文の句読点も訳者がつけたもので，必ずしもモンゴル文とは一致しない。

（）は訳者が補った内容である。本来モンゴル文テキストにあった句読点は，その

点の数に応じて・および：と表記した。また，［］内の数字は文書の行数を示すも

のである。

2．1文書

文書l

C如血如加一　拍紬α血ヅ血0′0〃－血くわ／0〃叩〃－。dかわe〃ねγ－〟〃′町中一〟ヅfer揖J由が初－

∂erboJ如（Jβ5柑）

【1】叫頑C如α〃如血′血妙叩〟ヅ血〟～れ〝化けト〟γqカr－α～αくわわ〃（痢〃g曙曙e〃－両肌抽旬血

dかみe〃ねγ【2ト〃〃叫′〟γ甘加圧勅勘血噛舶曙叫頑n蹴血血カJ押印カサ血～fJ∂geγ町叩∫α〃－i

γ0∫町αrムoJγゆ喀血－〟【3loro〃－血～血α血r鋸的J〟妙めαた〟砂e椚嗜む仙川〃榔〃血g血r

印加γ初砂e〃〝毎ノ7bわf庚〃－〟【41d∂沌e〃ねγ－〟〃γe如上町〟γ〃血r血細川gd初癖J町〟γづ

ねた〟γ－αサ血γ0∫〟毎日∫町々α〃g房伽砲e〃【5】肋的れ軋ⅣぬγJ…0∫0肋わが〟房J錨∂0山川〟∫印加一房

J〟血血舌かαおご

【61如血相γ〟血Jか〟ヅ血qo〟〃dかわe戯gero〃甘め〟r功〃Jerな〟〃∫〝－αヅ血qo血那加α〃一久

訳：

チャガンバートルをしてオチルバトの代わりにドロン・エジンの四季の祭祀活動を担当

させることにした件：

［1］タイジ・チャガンバートルに言い渡すこと。わが所（すなわちオトク旗）からドロ

ン・エジン・ゲゲソ2）の毎年の四季［2］の祭祀活動に行って参拝していたタイジ・オチル

バト継承人が休みを乞うたことを許可し，その［3］代わりに貴方に令状を渡す。受け取り

次第，検討のうえ儀礼用の絹布を受け，トロイ・エジンの［4］四季の盛大な祭祀活動に欠

かさずに参加し，諸種の祭祀活動の儀礼を立派におこない，［5］参拝を遂げるよう。欠席

など絶対あってはならない。このために言い渡す。

［6］光緒24年（1898）春の最初の月の28日【NAmSUN＆ERDEMTtl1986b：212）。

分　析　この文書は，トロイ・エジンの祭祀活動におけるジャラガムジ（カJγα〝痛）

と称する役の交代を告げるものである。ジャラガムジとは，「継承人，後継者」の意

2）ゲゲソとはモンゴル語で「明るい」，「輝かしい」との意味である。また，チベット仏教の

高僧，活仏をもゲゲソと呼ぶ。
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味である。清朝時代，ジャラガムジは旗王の長男，すなわち旗王の政治権力を継承し，

王位につく予定の者を指す。祭祀活動におけるジャラガムジは必ずしも旗王の長男に

限らないが，チンギス・ハーンの直系子孫すなわちボルジギン一族の出身でなければ

ならない。いわば，ボルジギソ一族を代表する身分で祭祀に立ち会うのである。この

文書から，前任のジャラガムジが「休みを乞うた」場合，後任を任命する制度があっ

たことは分かるが，その任期などは不明である。なお，旗の正式の文書でもトロイ・

ェジンを「ドロン・エジン」（7つの主君）とも呼んでいたことが分かる。「7つの主

君」という表現については，3．1と3．2で詳述する。

文書　2

7bJof疏〃一〟g曙曙e〃～0〝血γ－f吉山飢なe〃血〃gγ叩〟〟かトα（Jタ0の

【11J町ゆ爪印fre〃くね叩～血g7Ⅵme〃〟ゆ〃er一gか細妙叩〃サ血〟かre戯ge乃わff痢〃一房∂伊仙

～血がα〃g【2】血如戯C¢γ伊〃カム〃αrd－〟〃me毎がJ加わねr－αe〃eカJ∂0γ（ね7bわff痢〃g曙曙e〃－〟

～0〃血g－f孟加e（なe〃J〟〃gγ叩〟曙e励一g【31Joた如γ∬〃血山鹿か一助カr〟〝トかer封〃e血〃gγ町∫α〃

～oJ〃～0γ－〟〃qα毎が〟み〟ged∫α〃g－〟〃ger一助mo血q叩αJγ－α【4】如摘前脚附加顧眈狛血γ－α

q町加わq〟のげα椚〟お肌e〃med由甜房がe〃e〃払q叩〟C〃りJm〝ト才か〃町地躍如e〃細山（ね喀血戯r

【51ね〃一山桓暦一日0〝Iiゆ∂絃なJ通かαお初砂e〃αb〟椚叩～αedef鵬ge丑′〃ere〃eガ佑加わ椚～0γ－

〃〃【61qα毎が〃∫α〝g－〟〃ger一助椚0血脚Hjおqカγα〃ムek（な湧カム血γ∫α〃geトJか〃〟J町α～fサ加

わ′or－α【71αねみた由一f榔α～fJγ－α〃〃〟γ一α血∫αね〃∂＆画加呵押印〟ルgd牒沌触感用J〟ムoJ〟椚〟f

印加一房血ね【81血的′αおご

【91如血〃γ〟J仙〟雨り血γ〟～血qq叩血叩′0〃カ〃－〟孟曙が∫αトαヅ如き加一gサブ〃（わJoγα〃一仇

訳：

トロイ・エジンの輝かしい祭殿を新装し，清める件：

［1］タイジでメーリン職でもあるダーチャン・トメソウルジらに言い渡すこと。この度

トロイ・エジンのウルジイト・チソサン（丞相）［2］・ユルールチ職であるチョイジンジ

ャブらが報告したなか，「今年はボクド3）・トロイ・エジンの祭殿を新装し，清める順番（に

あたる年）」［3］になったため，古来からのしきたりに従い，新しくする祭殿のハーラガス

および倉庫の木製の扉［4］（や）窓枠などを運ぶ役畜の手配を賜るよう」と書いてある。

これは確かに古来のしきたりと一致しているため，この（件の担当）には［5］貴方を任命

する令状を渡す。受け取り次第，ユルールチ職らがこの種の祭殿の［6］ハーラガスや倉庫

に使う木材頬を頼んでいる所に，近隣のなか［7］から適当な者をみつけて，運搬用の役畜

3）ボクドとは聖人の意味である。
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を援助すべし。怠慢のないよう，このために［8］言い渡す。

［9］光緒32年（19伽）夏の最後の月の7日【NAmSUN＆ERDEMTU1987a：現ト411。

分　析　光緒32年は丙午年で，トロイ・エジンの祭殿を数年に一度の割合で新装し，

清める年にあたる。新装する際，祭殿のハーラガス，祭祀器具等を納める倉庫

（∫α〃g－〟〃ger）も造り直し，もしくは一部を取り替えることになっていた。ハーラガ

ス（卯毎が〟あるいは卯座間仲川）とは，祭殿の天井を構成する木材（肌扇）の先端を

固定させる，篭（α用γ）の形をした装置である。普通のテントの装置を指す名称では

なく，とくに八白官など祭殿類の装置を指すのに用いる用語である【SAYmJIm＆

岳AMDAI1983：11】。造った器具を運ぶ役畜は，旗政府が手配していたことが読みと

れる。トロイ・エジンの祭祀者で，ダルハトのバダマ（Badma1996年現在71才　写

真1）が私に語ったところによれば，彼が子供のころ，オトク・ユルールチ（oJ叩

fr房ge距f）職をつとめていたダルハトのチンバト（eingbatu）という人物が，たくさ

んの祭祀器具を造っていたのを目撃したことがあるという。また，ハソギン旗内に住

む有名な職人に依頼することもあったという。

文雷　3

7bJoft痢〃一〟J町〟γ－αヅfe血ゆム町恒α〃ger∂∂d伽Jめ～′晦eγり′岬W川掛り朋7）

【11∂旗〟が　血がα〃g鵬ge躍0叩びゆ∂イ〟r追加q〟ザ血〟かred房ge加g血中eJ摘qo〃が〃

鮎r伽d∂〃Jめ【2ト伽e曙助川吻甜相好〃－〟JoJor－α孟肋r∫町fd（ねjお町み印加か0〃g〃qyα〃

g曙e〃ね〃【31ム0γくね7bbft痢〃g曙曙eか〟カ／わか′サ血dかわe〃～町－〟〃あり′〝－〟〃J町fJγ－α血r

e曙眈〟∂（なビザ血qo〃fdかムe【4】．ぶe所爪－加わfdか如．∫α叩〟d－〟〃αr勅〃α血α〃カIg．∫0γ－〟〃

γ〟〟rαr如〃カ＆みね－〟【5】∫〝－α0β0ね〟〝カIg O毎扇ゾJdoonが〟〝〟〃〟　町－eJ∂g〟ge鵬〃

わeんなゆJ∬〟〃／〟gef〝苫〟が曙er【61巧卵e〃　地．odo　γ町ね郁　∂～∂如〃－〟gerJ〝戚

γα（ねγ〃用γ∬〃－〟的geトe′町坤－α山新Jγ－αヅ血αJ如〃－〟【71γめ〟血Jo血〃（ね如q〃′わoJo叩d印加一

郁J町〃γイブ血劇品川ek砲e〃γα叩ゆ～f血を用ge拍oJ町αd【8】ム0血叩α〃伽e〃〟～fr－りW叩動

椚e血gガ伽・OJ加わ∬〟∂r∂妙所椚血〟〃なe〃Jか甚助∂旗加～血g∬〃g【91f鵬ge躍iCの所両地一

九〝舟板γ一両伽他項摘め卸肌殉直れ両町両町蜘朋血短冊m撒晦瑚触机101の′血摘－

カ〃れ血＝御伽一日摘なれ頑叩如．たが砂e〃め〟m町お山妙叩∬〃一日ねγ如止り血一班【111庚〃

g曙曙e〃－〟d∂r∂e〃～町－〟〃γe如JqイJγ－“加圧椚御地血相地軸牒肪日加HW－eJ〃ねγ〟ねJ血

〟gef【12】α′け〟〃わあerα／f∫町血一少αrわek（なゆねγ～町一拍0∫OJねγ〟山川gefe曙ゆγめ揖〃γ扇．

如間eJ一助【13川〃一g－dかガムかf　血〃〃な〝。rf如　ee eg〟mOr血－〟伽－eOJγゆγα∂〟γ〟句〟ヅf

qα〝汀〟一如r【14】叩けα〃．曙伽一狛旭日通知加．
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【151わα血相γ油机勅勘血γ混血γ〟r如血γαrO〃e古仏伽血椚（ね∫〝－αヅ加αrわα〃－仇

訳：

トロイ・エジンの祭祀を司っていたセルブドントプが休みを乞うた件：

［1］ウルジイト・チンサン（丞相）・ユルールチ職であるチョイジンジャブに言い渡す

件。この度チン・ケチイェルト・ホンジン職であるセルンドントプ［2］の提出した（文の）

なかに，「御前大臣ダー・ジャサクでベース爵の，ジノン・ノヤソであられる貴殿は，［3］

ボクド・トロイ・エジンの毎年の四季の祭祀，宴に捧げる丸煮用のヒツジ4頭，［4］儀礼

用の茶4，乳酒8斤，（儀礼用の）パンに使う小麦粉10斤，灯明の［5］バター5斤なるも

のを，臣が謹んで用意して中断することなく実施して［6］きたものである。ただ，今や哀

れな中臣の家庭が甚だ貧乏になったため，祭祀活動の公務の［7］件が複雑であることから，

祭祀活動の諸々のことをやり遂げることはもはやできなくなって［8］きているのが事実で

あることを申しあげる。臣の勝手な申し入れを許し，私の親族の一人であるウルジイト・

チソサン（丞相）［9］・ユルールチ職のチョイジンジャブにその旨を伝えていただき，準

備のうえ（臣のポストに）つけるよう，申しあげる」，と報告してきた。［10］そのため，

これを令状にて言い渡す。受け取り次第，言い渡された件を遵守し，この［11］ェジン・

ゲゲソの四季の大祭に関わる諸件を貴方が欠かさずに［12］清らかに，最大の（誠意を持

って）準備し，四季折々の（祭祀を）過失なく実施するよう。（今後）使用品の［13］費用

として毎年ウマ1頭若しくはそれに相当する金を支払う。このことも含め共に［14］告げ

る。このために言い渡す。

［15］光緒33年（1907）冬の仲月の10日【NARA∬UN＆ERDEMTU1987a：58－591。

分　析1907年のオルドスのジノンは，ウーシソ旗の旗王チャクドラセレン

（CaγdBrsereng）であった【BoU畠AN1991：13；ODUNeEeEG1987：193；中国人民政

治協商会議杭錦旗委員会文史資料研究委員1990：27－31；VANHECXEN1972：1471。

この文書は，トロイ・エジンのダルハトで，ホンジン職のセルソドントプからジノン

に提出した文を受けて，ジノンからチソサン・ユルールチ職のチョイジンジャブに出

された令状である。これは，トロイ・エジンのダルハトたちの任命，交代など人事権

はジノンの手中にあったことを物語っている。ジノンは，チンギス・ハーンの八白官

の祭祀活動を統括するだけでなく，トロイ・エジンの祭殿のように，八白宮以外の祭

殿もジノンの管轄下にあったことが分かる。ジノンは，みずからもトロイ・エジンの

祭殿にヒツジの丸煮，茶，乳酒，小麦粉，バター等の供物を捧げていた。ジノンの供

物をダルハトが責任をもって献上していた。

このダルハトは，家庭が貧乏になり，祭祀に専念できなくなったため，親族の者を
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その代わりに任命するよう申請している。これをみる限り，ダルハトが引退するにあ

たって，後任に親族を推薦していたと察することができる。ただし，この親族とは，

血縁的にどのような関係にあるかは不明である。さらに，この時点で，ダルハトたち

の一部が貧困に陥っていたことが浮き彫りになっている。おそらく貧困化は，清朝末

期から始まった漠族農民のオルドスへの入植と草原開墾【楊1996：671－6721に起因

するものであろう。現在トロイ・エジンのダルハトたちは，トロイ・エジンの祭殿が

度々駐宮地を変えたのも，土地開墾と漠族の入植によると証言している。ダルハトの

貧困化で祭祀活動にも影響が出る恐れがでてきたため，政府ジノンの方からウマ1頭

あるいはそれに相当する金を援助することになったのであろう。

文書　4

7bJofと東〃一房dかわe〃ねγ一〟〃叫γ〟γ－〟（JタJβ）

【1】I匂〃g舟山orみ〟ぶ〟Vα成〃〝一山日通如q〟ヅ加〟～frみ町伽γ血が〟【21孟肋トれげγめ叩〃

J∂摘サ加古町地雨〃〟∂町一g∂0γ‘ね7bわft痢〃一再肌血中血舶血∽如四両物W【31J′e如J町坤－

α一血rq町〟～助力鵬椚一助γ0∫町α′∂（なe∫α叩〟dγ0∫〃～肋〃gガ伽de愕助力仏血押叩αrJゆ初日41

印加一初J町〟γ－αヅ血γαム〃（ねH〟′〟qo〃が〃蝕′∂みd伽Jめ一加古町一gね椚肋〃g房伽（な聯曙er

f　坪〃【5】みoJみ〃～〟OdoJ曙が〃－〟∂町－eJα血椚町∂0血叩甘〃dねeトee如（館加わ〃少－e e沌0血匹α〃

〃～ir一如′【61～f捲geγ町々押αかけ0∫町αrみoJγ叩αd喀血一打OrO〃血J〝〃一山吻昭一かere〃e加′町fJγ－α

ヅfJo〝7肋〃γめ〟γ〟J〝－α【7】喀血イ鋸的J追加如．たがかem曙～eJ町〃γ－αサ加わ昭一ferた加わ〃

加妙所βJわかヅ加カ〃－〟昭が∬トα【81ヅ血豆山一edかqα′如血∫α〃g－〟〃叩カr－α初鵬〃かゆ

〃なe〃j佑伽dかわe〃J町〟γ－呵血d鴫桝血【91印面d伽加．〃など〃′町〟γ－α－血r血叩〟〟〃

加代印加∫eげ血∫〝叩〃d∫0γ－〟〃γ〃〟rみね〃－〟細部り甜J【10ト〟〃伽一g－戯ねidかわeヅり〟妙α〃

初7秒e〃α如～励【11】～γねγ－〟〃J町JJγ－〟ね揖Jγ－αヅfdf叫yf血rg〟伽（なe〃γめ町〟ね町αfyα用

叩頭瀧の窄捕り舶用励軸蘭画画【121昭細れ血血的血血

【131血椚血血〃J揖－〟〃doJo血叩rO〃孟血mOr血j佑助舟か〟∫曙甜∫〝一αザ加αr如〃〃なe〃一g．

訳：

トロイ・エジンの四季祭祀：

［1］ワンジャルノルブ，ソワディらに言い渡す件。調べた所［2］御前大臣，国のべ－

ラである臣は，ボクド・トロイ・エジンの毎年四季の盛大な［3］祭祀に，古来からのしき

たりに従い，丸煮と乳酒を謹んで調達して献上してきた。［4］そこで，祭祀の詳細を以前

はホンジン爵のセルブドントプを任命して担当させてきた［5］が，今や彼は身体が疲労し

てきたうえ，持病を持っていることから，［6］休みを乞うてきたので，それを許可する。
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その代わりに貴方を祭祀の担当に任命する。［7］これを令状にて言い渡す。受け取り次第，

祭祀のことを注意深く管理するように。毎年の夏の最後の月［8］の初日に，当旗の倉庫に

来るように。（その際）一年間の4つの祭祀に使用する丸煮の［9］ヒツジ4頭，各祭祀と

もに使用する儀礼用の乳酒，小麦粉，灯明用のバターなど［10］の購入費として茶4個を

渡す。引き受けた後は［11］四季折々の祭祀活動を最大の（誠意を以て）実施するように。

勝手な行動をしてはならない。［12］このために言い渡す。

［13］中華民国7年（1918）・戊午年夏の最後の月の11日【NAMUN＆ERDEMTU

1987C：24－25】。

分　析　この文書は，べ－ラ爵の旗王からダルハトに出されたものである。当時の

オトク旗旗王ガルザンルルマワンジャルジャムソは郡王爵で，一方，ジノンをつとめ

ていたダラト旗旗王のソソベルバト（S6mbBrbatu）はべ－ラ爵であった

lODUNeEeEG1987：189－213；VANHECXEN1972：141，153］。文書3と同じくダルハ

トの人事に関する内容である以上，ジノンのソンベルバトから出されたものと考えら

れる。文中のセルプドントプと文書3のセルソドントプは同一人物であろう。先般

1907年に任命したセルソドントプが11年後に疲労と持病を理由に休みを乞うているこ

とを受けて，新たにワンジャルノルブとソワディを任命している。ただし，この2人

の職掌は不明である。

文書　5

TbJoi密〃g曙e〃一狛叫ゆ（JタJβ）

【1】孟んな曙～f（ね用γ－α加椚喀血初gわ′助川〃gt近∂如〃（ねg伽G〟如〃gm血αγα〃gカ駒川∫〟

加的′e乱【21きんねr∫りイdあり′肋〃qγα〃叩一々ヅ血g曙e〃一g（〃〃0γ〟血〃gJの′肋（卸∽卵血γ如rめ仇

J滅相〝ト血r【31の′肋（ね叩〃α〃〟椚伽此e〃【417bJofゆ〃qOrO叩か〟（ね叩α〃～加卵α〃gJ鵬ge躍f

Cqy伊．叫摘HW娘叫的融．J町伽5g佗〃gd伽gr血．椚〟〃gWf肋肋疎み．【51卵Jゆ〃qy加わeJな．

仙〟7月rγαJ叩斤JAr∂血相〃g．〃Jね〃おr鋸Odqα〃〃〝一打〃γlげ〟〃椚ed由〟比がわわr一々〝ね【617bbf

qe〃g曙e〃－〟．殆eね〃∫町々血γ〟励み此山or～加わγOr血qqy〝qO封γ〟〝ねqorfγ〃Jγゆrカγ如J

劇伸一α鋸的【7】oJγ〃∫〟叩fo肋ムαmerJeかガq叩〃～助力鵬件かero止血JoγOr血qorfγ〃ん〟〃γゆr

qの′血kq〟頑γα椚〟加椚e〃【81Jmed鹿沼伽曙房〃Jかわqy伽γめが〟erJe励γⅣ－f erた達也房J伽

ねた桓αγαr毎がe〃e止血かq〟山新摘ge〃椚∂かe【91血血血．qαγ〃～加γ0∫〟γ〝qα′少α血qo封γ〃－〟

叩カrα～αqOr加わ∂〟〃－〟叩カト〟〃鹿fサ血qorfγ〃／γ〝四郎【10】∂ge房－わerみ0血γ∫αかfγα叩α〃

町地軸町一仇0肋q〟トα【111丘肋r叫γ疋み町池〃q叩〃昭一αサ血g曙e〃JoJ血〃か∂抽′所∂～∂加〃

血叩αdイ〟r〃なe〃α（ねJf∂摘めeJ舶抽御所【12】鹿fザ血qorル〃ノーMγ頑汀動嘲り附加血叩
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ね伽肌的殖相加γ〟∫喝〟比〟頑γαm〟印加－〟細山α椚0γ〟ね〃g－f【131の′肋くねα〃如rめαご

【141血椚（ね血〟J〟∫一〟〃孟血椚Or加瀬－伽日動鈷脇目九澗（ね血∫αトαヅ加叫γ血edか一g．

訳：

トロイ・エジン・ゲゲソについて：

［1］（旗政を）管理する責任者と称する所の郡王，卑小なるガルザンルルマワンジャル

ジャムソが謹んで［2］御前大臣，べ－ラ爵であられるノヤソ，貴兄の安康をお祈りして儀

礼用の網を献上すると共に［3］申しあげることは，この前［4］トロイ・エジン・ホロー

のダルハソでチソサン（丞相）・ユルールチ職のチョイジ，タイシ（大師）職のトブシソ

ジャラガル，タイポ（太博）職のセルソドンルブ，マンナイ職のマルハジャブ，［5］ホン

ジン職のオユソビリク，トゥール職のジャラガル，ガルチ職のアルビソサン，アルクン・

シェルビ職のオトゴソらの（出した）要請書のなかから，［6］「トロイ・エジン・ゲゲソが

御駐宮になる地として，その近くの両旗から「禁地」（の範囲）を画定し，通達文［7］を

賜るよう。古来からのしきたり通りに（祭殿）周辺の「禁地」を賜るように願う」と［8］

報告してきた。そのため，調べた所，（トロイ・エジンは）古き伝統を貴び，祭ってきた極

めて大事な守護神である［9］ことから，古来からのしきたりに従い，我が旗の領地から（広

さ）25里の一帯を駐宮地の「禁地」として画定して［10］献上することになった件を申し

あげる。申し入れが届き次第［11］御前大臣，べ－ラ爵であられるノヤソ，貴兄が鑑みて，

卑小なダルハトたちに同じような恩賜を与えて，［12］駐営地の「禁地」を画定して献上す

るよう，御返答を下さるよう。このために安康を［13］お祈りする次第である。

［14］中華民国戊午年（1918）冬の仲月の吉日【NA山鳩UN＆ERDEMTU1987C：1ひ－12】。

分　析　これはオトク旗旗王ガルザソルルマワンジャルジャムソから隣接するハン

ギソ旗の旗王アルタンオチル（Altanvaeir）4）に出した文書である。この文書のなか

で，ガルザソルルマワンジャルジャムソ王は，トロイ・エジンの祭殿は古い伝統を有

する，極めて大事な守護神であると位置づけている。私がトロイ・エジンのダルハト

から聞きとった情報では，トロイ・エジンの祭殿は長いあいだオトク旗とハンギン旗

の旗境地帯に駐営していたという。そして両旗からそれぞれ「駐宮の禁地5）」（油両血

qorけ〟J）として一定の範囲が与えられていた。この文書はまさに「駐宮の禁地」に

4）Van Heckenは，ハソギソ旗の旗王アルビンバヤルの死去した年を1917年としているのに
対し，『杭錦文史』では1913年6月20日としている。いずれにしても，1918年の時点ではす

でに，アルビソバヤルの息子，アルクソオチルの治世に入っていた【ODUNeEeEO1987：
18㌢213；VAN HECKEN1972：147；中国人民政治協商会議杭錦旗委員会文史資料研究委員

1990：341。

5）ジヒあるいはジギ（．殆∫）とは，大ハーンやジノンが，宮帳オルドを設置する場所のこと
である。八白宮の駐宮地もジヒという【MosTAERT1941：194，1956：1㌢21；楊1995：4ト45】。
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関するものであるが，内容からみれば，トロイ・エジンのダルハトたちはまず，オト

ク旗の旗王に「駐常の禁地」を申請し，それを受けてオトク旗旗王の方からハソギソ

旗にも同様な措置を取るよう交渉していることが分かる。トロイ・エジンの祭殿は，

どちらかといえば，オトク旗と関係が深かったようである。「駐宮の禁地」は昔から

与えられていたと考えられるが，新たに申請しているのは，やはり漢族の入植と草原

開墾により，祭殿が移転を繰り返したためであろう。

この文書はトロイ・エジンの祭殿を維持していたダルハトたちの職掌についても詳

しい情報を提供している。文書からトロイ・エジンのダルハトたちの職掌は主として

チソサン・ユルールチ，タイシ，タイポ，マンナィ，ホンジン，トゥール，ガルチ，

アルタン・シェルどの8つであったことが分かる。これは，トロイ・エジンのダルハ

トであるバダマの記憶している8つの職掌とは必ずしも一致しない。バダマはみずか

らがつとめていたダルハソ・カー（血叩α〃ゆα）をあげている（3．4参照）。

文書‘

わ0γ血rbわ頭か〟oJ乃～0γ－f孟血砲e初J叫か（J射夕年7）

【1】椚印加〃血叩肋gg町助言肋叩〟伽g加お山〃〝一九げ血的′叩〟サ加〟～fre戯ge【21TJof

qe〃－〟J町J∬〃g助扉血肋∂〃〝－〟〃椚吻班房加わMe〃eガム0γ血乃Jof庚〃g聯〃－〟COJmCOγ－f

亘れ仇なe初【31血〃gγ叩〟卿的・一g曾山〟叩M qO〃助力JJ正如J叫〟α～αe〃eカJ卯〃助力J

Joゆα匹α〃ぬ【41励γ〟川〃カ用例一少erかトe血〃gγ叩α〃～0〝血γ留的町が〟∂〟ged∫α〃g－〟〃

ger細川0血卯γαJγ－α【5】留め臓廓摺り日間山賊〟血叩q町血ん叩〟頑叩椚〟加me〃

冊東沖馳脚仰臥抑扉血か伽一戯r【61〃町地位励e〃細山血印加－dか加－〟卸昭一油川fJゆ

誠夜毎伽血沈叫脚明確蝕め叩研一f血γ如日成【7日如血〃gMre〃e脚卜伽～0〝血γ－〟〃

卯Jγ∬〟∫α〃g一〟〃ger一伽椚0血J師Hjおqカ叩〃∂e他‘脚【81劇痛叩馴gerイか肋血γ如軋血

doJo血わた由一f榔如〟qO的…町fJα〃dα～α〝紺γ－呵血【9】M明叫日加血加卜軸劇

如r曙J由房ルged廊止めが〟がおお山肌“f・曙伽一針仙k血妙戚肌

【101きぬγ～血卯〃血j佑助Wm〃r功〃Jerな伽∫〝－αヅ血亘れeヅ血〃α血αか仇

訳：

ポクド・トロイ・エジンの祭殿を新装する件：

［1］メーリン，ダーチャンであるサイン・シュドルグー6），ムソケバトらに言い渡す件。

この度［2］トロイ・エジンのザイサン（職のダルハト）シャンジミドプらが報告してきた

なかで，「トロイ・エジンの祭殿を新装し，［3］清めるべき年は，子年若しくは未年である

6）サイン・シュドルグーのサインとは「良い」，シュドルグーは「正直」との意味である。
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が，今年はそのうちの未年にあたる。そのため，［4］古来からのしきたりに従い，新装し，

清めるのに必要な，祭殿のハーラガスや倉庫に使用する木製の扉，［5］窓枠等を運んでく

るための役畜を賜るよう」とある。これは古いしきたりに［6］一致しているため，これに

は貴方を任命し，令状を渡す。受け取り次第，命令を遵守し，彼ら［7］ザイサン（宰相）

らが祭殿のハーラガス，倉庫の木材等を注文して［8］おいた（職人の）家に，近所周辺か

ら適当なのを見つけ，他の旗（から移ってた）牧民家から運搬用の［9］家畜を調達して使

わせるように。怠慢な行為は一切してはならない。このために言い渡す。

［10］己未年秋の最初の月の8日【NARA即uN＆ERDEMTO1987C：27】。

分　析　文書の年代は己未年としている。近世において己未年としてまず考えられ

るのは1859年と1919年であるが，1928年に書かれた文書9にもザイサン職のシャンジ

ミドプという人物名がみられることから，1919年に特定することができよう。

トロイ・エジンの祭殿を新装し，清める年として子年若しくは未年をあげているが，

文書2では丙午年が新装する年にあたるとあり，両者は矛盾している。丙午年のつぎ

は丁末年で，文書6の記述が正しいという前提で考えれば，文書2でいう「今年」と

は，恐らくそのつぎの丁未年を指しているのであろう。

新装にあたって，運搬用の役畜をほかの旗からオトク旗に移り住んだ牧民から徴収

するようにと書いてある。これら他旗からの牧民のほとんどは，入植漠族による草原

開墾で放牧地を失い，オトク旗へ避難してきた者である。清朝時代末から中華民国時

代のはじめにかけて避難してきた者たちは，もとの旗と移り住んだ旗との両旗から徴

税されることとなっていたのである。

文書　7

TbJof頭か〟戯rみe〃ねγ－〟〃J町〟γ－αり見㍑）

【1】J町伊瑚〃ge作付かJ涌く叩q〃サ血〃～かわのイねγめが〃qα巾′〝仙qo的・〟〟～α〃なe〃J町ゆザf

叩明叫か【217bわf庚〃g曙e〃－〟dかみe〃～叩－〟〃γe加J町fJγ－α血′カJ叩叩カムαr〝I∂曙房gお山が曙gr

血即川舟励Ⅵ加再血れ血（ね曙伽－dか【3】～血〟∂町一gヅfカJγα叩月山〃椚∂曙〟gガ丑ガムerJoγJゆ

か袖山妙α如．初砂em曙Ce仙妙α叩αかf【4】如～少e〃gg〟池〃（ねγ（ゆイカJ古か′ヅ血甘め〃川〃∫曙甜

∫αトαヅ加qor血〃なeか〟ね叩〃∫お頭g一助叫γ〟γ－α【5】カか〟血椚くね血日脚Ⅵり血＝鵬ね〃ね助川－〟

〃αγ〟r－〟〃叫′〟γ一仇朋椚〟r－〟〃∫曙が∫〝－αサ血αr如〃9q叩r【6ト〟〃∫∂曙eヅ血JqイJγ－〝由れ伽

Jerな伽∫αr－αヅ如き山一り血γ〃r∂α〃－〟J∬椚αか〟叫yfJγ一呵油川血柏叫画【7】舶用〃f頑〃加g血r

∫α／吋〆舶勒朋Ⅷ如卿か伽（お初ゆね揖Jγ－αゾfdfα′け〟〃わあer－少ergが～αな曙ed【8】〃～frJ

med由が伽αゐ劇〃J加増町一efゆγα∂〟γね〃qqy速決e喝一gか賊将曙が桝〃γ血仇協加血仰山【91
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曙伽一房血山地妙αおご

【101血椚（ね血〟血∫一〟〃αrbα〃〃なed〟gero〃q〝－α〃Oqdカト伽卯ム〟ト〟〃∫曙が甜Hり血

qor血ねむ〟か仇

訳：

トロイ・エジンの四季祭祀：

［1］タイジ・シャジンゲレルに言い渡す件。調べた所では，当旗から1人のタイジを任

命して［2］トロイ・エジン・ゲゲソの四季の大祭祀において，継承人として参列させてき

たしきたりがあるため，これには［3］貴方を継承人として参列させることにしたので，令

状を渡す。受け取り次第，命令を［4］厳重に守り，毎年春の最後の月の21日の「白い群れ

祭」，［5］夏の仲月の15日の「湖の奈」，秋の最後の月の12日［6］の「口伽の祭」，冬の最

初の月の3日の「ダスマ祭」，（などの祭祀がおこなわれる際，いずれも）事前にこちらに

［7］来て，儀礼用の絹布を受け取ったうえ，祭殿の所に行き，祭祀をもっとも清らかに実

施した後，［8］結果を報告し，恩賜類を届けてくるように。勝手な行動は断じてしてはな

らない。［9］このために言い渡す。

［10］中華民国11年（1922）壬戊年春の最後の月の25日【NARASUN＆ERDEMTtJ1987C：

31－32】。

分　析　文書1と同じく継承人の新たな任命に関する内容である。文書1では1898

年に継承人の交替がおこなわれたが，文書7では1922年にシャジンゲレルが誰と交替

したかは不明である。さらに，この文書はトロイ・エジンの四季折々の祭祀の名称を

記録している点でも貴重である。ダルハトのバダマの語った祭祀の名称と若干違う点

もみられる。文書に示されているトロイ・エジンの祭祀期日や名称とバダマの情報，

それにチンギス・ハーンの八白官の祭祀とを比較対照して，表1にまとめた。

文書　名

7bJof密か〟～0〝沌0γ0〝九∽叩／－血孟加わα律em聯e〃〟かr（Jガβ）

【11誠な曙か血川γ－〝jお町gか伽Ⅷ〃g∂～∂如〃如〟Gα如〃g川Jmαγα〃且か駒川∫〃加～かe〃【2】

かお如加qo～血〟〃（7）血∫町fdjお町g少伽Vα〃g〃q叩〃叩－αヅ血g曙即－eム町〝〃血仙川e〃

α椚0γ〃血〃g－f【31町肋d卯〃qα血γ如rfq〟ヅ血J戚相川一血r廊ゐカ叩仏〃rf∫〟叩α山賊rJ曙eた〟ヅf

γり′〟〃〝把d由房丑的仙川如拙e〃【41qαr如血qo封γ〃－〟鹿伽eJ曙e小畑OrO的′〟血〃J町励み鵡如

【5】7bbiゆ〃g曙e〃一〟孟加ge〃ル〃一〟血m（ね血∫肌αヅ血豆血一門血γ〟r加か〟′町〟γ－αヅ血（ね′叩－α

椚伽γ〟r∂α〃－〟∫伽f【61～0〝血γ0′血〃諦房ge〃劇JJγαト血日ぬわe圧eme〃med尊顔J伽f聯〃

649



国立民族学博物館研究報告　21巻3号

表l　トロイ・エジンの祭祀と八白官祭祀

期　　 日 祭祀名称

文　 書　記　録

春の最後の月 （陰暦 3 月）の21日 白い群れ祭

夏の仲月 （陰暦 5月）の15 日 湖の奈

秋の最後の月 （陰暦 9 月）の12日 口伽の奈

冬の最初の月 （10月）の3日 ダスマ奈

バダマの情報

正月1日 ？

陰暦 3 月21日 口伽の参拝日

陰暦 5 月15日 仔ウマの祭

陰暦10月12日 湖の参拝日

八白宮の祭祀

陰暦 3 月21日 白い群れ奈

陰暦 5 月15日 湖の条

陰暦 8 月12日 口伽の条

陰暦10月 3 日 ダスマ祭

資料出典：1）『成書思汗八自室』第六輯　2）『黄金オルドの祭祀』3）ダルハソ・カー・
バダマの情報

印加一g一日虎屋血eJ叩明叫か【71qαr少α血血叩αd舶用か〃er∂町伽叩わが〟JりWγ－αねかJγ一αα～α

ge〃e肋0∫OJねγ血叩矧り血如血J房gef【81∂房gedγαト血rJぬ〟卵e〃～0〝I～0γわわ′一々qqyαrαJJα〃

加岬－α0′0孟励みの′恒αかfed〟ge【91蔀摘ge〃∂oJ叩〃Jq′励み政かヅ′叩けα〃med由〟伊仙∫－

留り′肋〃椚印加〃廓曙eたけαβり′α〃gdな－Hkw叩血γ〃血〃Od血γ〟血γ∫α〃－′【10】り′地所仰′－α0肋一

q〟トα【111か∂妙eJ摘qo血α〃おd（ね叫yfd如γgわ′伽γα〃g〃qyα〃叩－αサ血g曙e〃foJJね〃

∂r∂孟妙所【121くねガ〃0〃g－〟〃γゆトαe〃e初γαム〃血山川ed由〟丑〟∂e∂J以甘反間伽舶用止ゆり血

煎り加地舶血郡町阿′血血卿【131ヅfγり′〟〃たが頑喀血一肌加山叫′α〃血相椚e〃α椚0γ〟ね〃gJ

の′肋d如〃叩くねγ∂α′抽αご

【14】血椚血血〟J揖－〟〃αr如〃（わJo血叩rOJI封r－αJ仙牒ノー〟〃ル〃－〟∫曙が∫〝－αヅ助言加一門血

Jαわ〟〃∫り／血ed錨′．

訳：

トロイ・エジンの祭殿が火災に見舞われた件：

［1］（旗政を）管理する責任者，ジャサク郡王，卑弟ガルザンルルマワンジャルジャム

ソが謹んで［2］慈悲深いホチナン7）・ダー，大臣ジャサク，郡王ノヤソであられる貴兄の

幸福と安康を［3］お祈りして儀礼用の絹布をさしあげると共に，正しい御指導と御教示を

賜るようお願いし，報告する。この前［4］当旗の東部に駐営して祭っていた［5］トロイ・

エジン・ゲゲソの守護神は，夏の仲月の3日の祭祀がおこなわれた後，3日の晩，［6］祭

7）ホチナンの意味は不明である。
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殿及び御神体頬が火に見舞われた，と報告してきた。これを（受けて）部下を出して［7］

（祭祀を）担当するダルハトの老らを調べた所，祭祀活動を軽率に誤ったことなどがなく，

［8］火に見舞われた祭殿のなかには金の帯飾りが2つ保存されてあって，これを［9］御

神体として祭っていたことを報告した。特にメイリン職の従者ブヤソゲシクを参勤に赴か

せる旨を［10］申しあげる。届いたら，［11］慈悲深いホチナン・副ダー，大臣ジャサク，

郡王ノヤン，貴兄の鑑みでお許しいただき，［12］ダー・ジノンの所にこの件を報告し，今

後いかが致せば正しいかを御指導下さるよう［13］お願い申しあげる。このために（貴兄

の）御多福と安康をお祈りして儀礼用の綿布をさしあげる次第である。

［14］中華民国17年（1928）戊辰夏の最後の月の5日吉日【NAMUN＆ERDEMTO

1987C：44－451。

分　析　これはオトク旗旗王ガルザンルルマワンジャルジャムソからジノンに提出

した，トロイ・エジンの祭殿に火事が発生したことに関する報告で，極めて丁寧な口

調で書かれている。当時のジノンはジャサク旗の旗王シャクドラジャブ（畠aγdurjab）

であった【ODUNeEeEO1987：18㌢－213；VANHECXEN1972：1491。

報告によると，トロイ・エジンの祭殿に火事が発生したのは1928年陰暦の5月3日

の夜で，報告の日付は陰暦の6月5日となっており，火事が発生してすでに一ケ月経

過している。旗王は火事が発生したとき，役人を派遣して調査させたことなど比較的

詳しい情報をジノンに報告しており，トロイ・エジンの祭殿がジノンの管轄下にあっ

たことをあらためて証明している。御神体（封摘ge〃）として祭っていた金の帯飾り

も火事に巻きこまれたことをほのめかしている。ダルハトのバダマとウルグソ・ダラ

イ（Org6nDalai1996年現在63才　写真2）らも祭殿内に御神体として男性用の帯飾

りがあったと証言している。

文書　，

7bわi密か〟～oJ〃～0γOr血叩7－血用加叩矧＝叫画（Jガβ）

【11孟f（な曙～f（ね用γ－〟OJoγαね【21的′〟J岬か〟加喝血∬ね〃孟んな曙むくね川γ－αjお叩J∂摘サ加

gわ′伽VV〃gGα如〃g用血卯α〃gカ駒川∫〟細山bγ～i【31g町井〃Ⅳ－M＝肌血秒紬加人血沸日夜卵印

加的一gか．me如〟比〟ヅ血〟～frm伽∂如〃qαゆ′α仙qo孟函〃－〟鹿伽【4】eJ曙e山がoro蔀γ〟J〃〃J町f－

カム以前【51rbJoff痢〃－加わ叩αd～f喝加的・e加qo〃が〃ぶert旭d伽Jめ．知加〃ggα〃舟山血み

〃α′功〃e曙助川e虎g房J伽fr堵Fe〃e曙。〟e【61か袖山rerJ〃一房〃rf加わ血で作〟7bJoff痢〃g曙e〃－〟

d∂rbe〃ねγ－〃〃J町fJγ－α山新Jγ－αerかJ伽【71ねたか町αrf呵四g〃α〃〟∂〟fかね．e〃eカ〃－〟血椚（ね

∫dr－αヅ血封〃一門血γ〟r加か〟′町〟γ一αお目ね叩αd鋸（ね〃αr【81α〟αrfγ〟〃わあ肌かerαrけ〟ね〃
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叫γ〟γ－α山新Jγ－α如〃e曙房gedoro封γ〟J〃γ∫αか〟（ねr叩－α椚伽孟山一り血【91γ〟rh〃－Md〃fge〃ed（ね

叩ノー〟〃町〟J喀血房ged～oJ〃～0γ0′血e止ed如．～f曙f．α〟。〃鋸的．【101〝7α〃g〃〟γ0砂。γ．α〃gg正好

e〃－〟た〟摘gJかi∂oJ叩〃q〃血γe虎ger孟加ge〃動J〃おおがe〃eJ一g滋か【11ト如〃γ町四m照焼新砂－

e o肋わが〟d密e〝CeJoJ伽〃∂畑妙q劇qり′加わ曾〟頑γαm〟喀血－〟細山e曙伽如鵬仇【121

如me〃me毎が〟〃Jnリ〃gM．印加町血れ血〝W…γりαr〟～α椚印加〃Je曙e舟山〃Jα〃ggf

C如α血fザf血岬の′肋〃【131叩けゆm町αd血〃∂町f～叩αJγめが肌J喀血－〟qq殖f me虎g甜加

わがe〃α〃払（ね叩仔か〟〃椚軸がJがJeH141〃なe〃〝（ね〟仙瘍秒兢血血即即り血一々房〟かrJ叩けα〃

肋感知妙一g．0肋q〟ト〟孟肋rイ〝γαみ叩〟【15日かVef孟f（おd～f叩J叩〃－〟Jerな伽jお叩gわ′伽γα〝g

〃q叩〃ね〃わJ伽〃J〟〃g叩γゆ留り′血両町頑卿m【16】曙伽一狛旭川傲極御伽加血k

【171血椚血血〟J揖－〟〃αr如〃doJo血叩rOJI封トα血〟カ7－〟〃カ〃－〟∫曙が∫αトαサ加封〃一門血

わあ〟〃一肌

訳：

トロイ・エジンの祭殿が火事に遭った件：

［1］（旗政を）管理する責任者オトクから，［2］盟の諸事を担当する責任者，ジャサク

で，国の郡王ガルザソルルマワンジャルジャムソ，協理［3］タイジらの報告してきた書状

では，以下のことを報告している。この前当旗の東［4］部に駐営し祭っていた［5］トロ

イ・エジンのダルハトであるチソ・ケチイェルト・ホンジン職のセルプドントプ，ザイサ

ン（宰相）職のシャンジミドプらの報告してきた［6］書状には「昔から今日までトロイ・

エジン・ゲゲンの四季祭祀を引き受けて［7］実施してきたものである。この夏の仲月の3

日の祭祀に，ダルハトの我らは［8］もっとも清らかに祭祀をやり遂げた後，同じく［9］

3日の晩に突然火の災厄が起こり，祭殿をはじめ，チャルキ8），金書9），［10］燐椴の座布団，

チンギス・エジンの肖像画，ボルガソ・ホトク10）などこれらの御神体頬が火に見舞われ

たこと［11］を隠さずに報告する。届き次第，鑑みのうえお許しいただくよう，このため

8）ダルハトたちの話では，チャルキとは，龍頭の飾りを彫った紅穂の木板に「天のことは」

を彫り，さらに彫り跡に金を注いでつくった特別な祭祀用楽器であるという。「天のことは」
とは「満州語らしい文字」で書いてあったという。

9）オルドスにはかつてさまざまな「金書」（α加〃鋸的）と称する祭祀文書があったようであ

る【SAYINiIRmL＆岳ARALDAl1983：75）。オルドスには八白宮以外にも数多くの祭殿があり，
私は，おそらくひとつの祭殿に少なくとも一部の「金書」があったと想像する。

10）「ホトク」とは，モンゴル語で福禄の意味で，ボルガ（∂〟ねγ－α）とは栗である。サインジ
ャラガルとシャラルダイによると，チンギス・ハーンとボルテ夫人の祭殿にも「ボルガソ・

ホトク」があったという。それは，采の皮と五色の絹布でつくった，ふさふさとしたもので，
チンギス・ハーンの遺骨箱の両側に飾ってあった【SAYINjTRmL＆畠ARALDA11983：58）。『ア

ルタン・ハーン伝』にはモンゴルの6つの万戸集団が八白官の前に集まって，松の樹から掲
げたプルガン・ホトクに叩頭し，ボディ・ハーンにハーンの称号を，メルゲソ・カラにジノ

ンの称号をそれぞれ授けたとある【珠栄囁1991：207】。また，マンドハイ・ガトンの伝説で
は，マンドハイ・ガトンが八白官を訪れ，求子の祈願を託した行為を「ホトクを願う」

（q〟J町γ町叩〟）と表現していることから，プルガン・ホトクは豊鏡信仰と関わる装置であ
ろうと考えられる。

652



楊　オルドス・モンゴルの祖先祭祀

に申しあげる。」［12］と報告してきた。そのため，我々の所からメイリン爵のジャラン・

ジャンギであるチャガダイを特に［13］派遣して調査させた所，彼の報告もまたダルハト

の報告と［14］まったく一致していることを申しあげる0届き次第，御前大臣［15］イウ

ィシ11），副盟長で，ジャサク郡王，ノヤソであられる貴殿が鑑みのうえ・御恩を賜るよう0

［16］このために報告した。

［17］中華民国17年（1928）戊辰年夏の最後の月の5日【NARASUN＆ERDEMTtJ1987C：

63－651。

分　析　これもオトク旗旗王からジノンへ提出された火事に関する報告で，文書8

と同じ日付となっている。文書8では旗王が最初メイリン爵の従者を派遣していたが，

文書9ではその後またメイリン爵のジャラン・ジャンギを派遣していたことが分か

る。ジャラン・ジャンギは旗の役人である。同じ日に2通の報告が提出されているこ

とは，事件の重大性を物語っている。文書9の方は文書8よりもさらに詳しく報告し

ているのが特徴的である。

焼失したものとして祭祀用楽器チャルキ，金書，燐椴の座布団，チンギス●ハーン

の肖像画，ボルガソ・ホトクなどがあげられている0そのうちチンギス・ハーンの肖

像画は御神体として祭られていた可能性が高い。チャルキと燐鍛の座布団は祭祀器具

の類に入る。金書はいわば祭祀文書である。現在生存しているダルハトたちはこの

1928年の火事を直接経験していないが，火事はトロイ・エジンの祭祀活動の運営に大

きなダメージを与えたであろうと推測される12㌔

2．2　文書にみる祭祀と職掌

以上9簾の文書に登場する祭祀老ダルハトとその職掌をまとめたのが表2である0

これらの文書を総合的に分析すると，以下のことが明らかである。

第一，トロイ・エジンはまたドロン・エジン（7つの主君）とも呼ばれ，古くから

祭られてきた重要な守護神と位置づけられている0その御神体として金の帯飾り，チ

ンギス・ハーンの肖像画などがあった。祭殿はオトク旗の東部，ハソギソ旗との境界

地帯にあり，両旗からそれぞれ一定範囲の「駐常の禁地」が与えられていた0

第二，トロイ・エジン祭殿はオトク旗と緊密な関わりがあった0オトク旗は，四季

11）イウィシの意味は不明である。おそらく「御衛士」のことであろう0
12）今世紀の初頭あたりからトロイ・エジンの祭祀活動は没落の一途をたどった0特権階級の
ダルハトたちの貧困化は，清朝末期からの漠族の入植と草原開墾が・モンゴル族の生活の基

盤を根本的に破壊したことを端的に物語っている0こうした背景のもとで，1928年の火事は
さらに深刻な打撃をもたらしたにちがいない。
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表2　文書集『成書思汗八自室』に登場するトロイ・エジン関係のダルハトた

ちと継承人

年　 代 職　　 掌 人　　 名

1別旭 ′ヽC ingsang Ir也gelei rヽC oyi5injab

1907 ′ヽC ingsang Irdgelei －′C oyi5in5ab

1907 e ing K eeiyeltB Q ongjin Ser6nd6ntdb

1918 ？ V an由ah orbu

1918 ？ Suvadi

1918 q on由in Ser6bd6nt也b

1918 ′ヽC ingsan Ir也gelei ′ヽC o yiji （njab）

1918 T ayi孟i T 6b孟in5irγal

1918 T ayibu Seren gd6nr也b

1918 M angn ai M alh a5ab

19 18 q on （g）jin 0 西 nbelig

19 18 T uul jirγal

19 18 γalei A rbin sang

19 18 　　 YA ltan Serbi O d γan

19 19 （？） ′ヽJayisan g ′ヽSan5im idub

1928 e ing K eeiyeltB Q ongjin Ser6bd6nt萬b

1928 ′ヽJayisan g ▼San5im idub

1898 　　 ′ヽ　　　　　ヽl●T ayiJi Jalγam Jl 　　　　 ▼V aeirbatu ，C iγanbatu r

1922 　　 ■ヽ■　　　　　ヽ′■T ayi5i Jal γam Jl ′ヽSajingere－

折々の祭祀に，「継承人」と称するチンギス・ハーンの直系末裔であるタイジ1人を

派遣していた。この「継承人」はチンギス・ハーンの一族を代表する立場で祭祀に参

列していた。

第三，トロイ・エジンの祭祀運営はつねにジノンの管轄下にあった。祭祀者ダルハ

トの人事移動などは，すべてジノンに掌握されていた。ジノンはまたヒツジの丸煮，

乳酒などの供物を欠かさずに献上していた。ダルハトは祭祀活動の経過をジノンに報

告していた。祭殿は数年に一度新装し，それを清める行事がおこなわれていた。この

際，祭祀器具の運搬に使用する役畜等は旗政府が手配していた。

第四，トロイ・エジンの四季祭祀の名称は，チンギス・ハーンの八白官の祭祀名称

と同じである。八白官祭祀の理論的根拠は，13世紀元朝のフビライ・ハーンが編纂し

モンゴルの政治と宗教の運営を詳細に定めた，『十善自史』にあるとされている【LⅣ

jmSUO1981；井上1991：7ト83，1992：1－24；楊1995：421。トロイ・エジンの四季

祭祀の名称は八白宮の四季祭祀とともに，『十善自史』にみられる「四季の宴」の名

称と一致する。
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第五，文書内容を整理したところ，トロイ・エジンのダルハトには8つの職掌があ

った。これらの職掌名はチンギス・ハーンの八白官の祭祀を運営する「五百戸の黄色

いダルハト」の一部の職掌名と同じである13㌔　同時にまた『十善自史』にみられる元

朝宮廷の官員名とも一致する（3．4参照）。

このようにトロイ・エジンの祭祀は，清末，民国初期の時期に至ってもなお，モン

ゴルにおける政治の代表者であるジノンや旗王をはじめ，広くチンギス・ハーンの直

系子孫ボルジギソ一族と密接な関わりを維持していた。祭祀の名称と祭祀者の職掌の

起源は『十善自史』に求めることができる。その意味でトロイ・エジンの祭祀はモン

ゴル全体の規模で強烈な政治色を保ちつづけていたのである。

3　ダルハトたちが伝えるトロイ・エジン祭祀の実状

現在，トロイ・エジンの祭祀活動にたずさわったことのある祭祀者ダルハトは，数

少なくなっている。前章の歴史文書からうかがわれる清末，民国期の祭祀を，聞き取

り資料その他によって再構成を試みたい。

3．1ダルハトたちとトロイ・エジン祭殿の移動

トロイ・エジンのダルハトであるウルグソ・ダライ（Org6nDalai　写真2）は，

現在オトク旗ポロ・ホシュー郷のドスト川の北側に住んでいる（地図参照）。かれの

話によれば，父親はタイポ（太樽）職であった。タイポはタイシ（大師）とともにト

ロイ・エジンのダルハトのなかでもっとも位の高い2つのポストである。ウルグソ・

ダライは14才のときに一度出家してラマ僧になったが，のちに還俗してダルハトを受

けついだ。ダルハトに男子がない場合，同一父系親族集団の者が推薦され，ジノンの

認知を経てダルハトになる。この情報は，前章の文書3の記録と一致している。

ウルグン・ダライの父親は最初オトク旗東部のジョソ（カ∫Od）に住んでいた。そ

のころ，トロイ・エジンの祭殿も近くに駐営していた。1930年ごろになると草原が入

13）私の現地調査では，トロイ・エジンの祭祀者集団ダルハト内にある8つの職掌の相互間の
上下関係を確認することはできなかった。しかし，八白宮の祭祀者集団「黄色いダルハト」

の職掌名と一致している以上，「黄色いダルハト」の職掌の上下関係が参考になる。「黄色い
ダルハト」の場合，タイシは祭祀の主導者であり，タイポは祭祀の準備を主管する。祭祀の

総合管理者はマンライで，祭祀における宴会や音楽を司るのはホンジンである。儀礼の進行

を監督し，祭詞を唱えるのはグケーである。供物を献上するのがトゥールである。祭祀の順

次を決めるのはハそハである0祭祀の酒を献上するのがチェルビである【NAMUN1989：
25；SAYtNiIRrA⊥＆SARALDAI1983：432－4401。
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植漠族に開墾されたため，ポロ・ホシューへ移動した。その際，ダルハトのオトク・

ユルールチ職（oJoγ摘如桁）も一緒であったという。

もう1人のダルハト，バダマ（Badma　写真1）は，現在，シャル・プリド（孟加

わかf戯）に住んでいる（地図参照）。より正確にいえば，1940年代からトロイ・エジ

ンの祭殿が置かれていた小高い丘の南東約1kmのところに住居を構えている。バダ

マは最後のダルハン・カー職（血叩α〃た如）をつとめていた。9才のときにオトク・

ユルールチ職のチソバト（eingbatu）という人物の弟子となり，22才でダルハン・

カーになったという。ダルハトは，その修養にあたって，集団内の有能と認められた

人の門下に弟子入りしていたことが分かる。バダマは，1943年に，祭殿を携えてシャ

ル・ブリドへ移ってきたという。

バダマの記憶では，トロイ・エジンは，最初オトク旗とハソギソ旗の境界に位置す

るドロン・ホドク（doJo叩〃q〟d血γ）という地にあったという。ドロン・ホドクと

は「7つの井戸」という意味で，バダマは，そのためにトロイ・エジンの祭殿も「7

つの主君」と呼ばれるようになったという。サインジャラガルとシャラルダイも，調

査で同じ情報を得ており，トロイ・エジンの祭殿は，このドロン・ホドクの地にかな

り長いあいだ祭られていたと記述している。ドロン・ホドク周辺が入植漢族に開墾さ

れたため，チャガン・トーリム（ね叩〝J叩〟r血）近くのテメライ（励那㌍励）まで

移動した。チャガン・トーリムに駐営していたころ，同治年間（1862－1874）の回族

の反乱に巻きこまれた【SAYtNJIRlAL＆岳ARALDAI1983：389－3911。バダマの話では，

回族反乱のとき，ホイル・トロガイ・イン・シリ14）（q叩αrJoJo叩ザ加封Jf）に避難し

たが，回族反乱軍に放火されて，祭殿を失った。その際，祭殿内の御神体類は火打ち

鎌の鉄部分だけが残ったという。こうした背景から，1950年代に共産党政府が成立す

るまでの祭祀器具と御神体頬は，回族反乱の後に複製された可能性が高いと考えられ

る。その後一時ポロホンデ（∂or叩0〃g（ねf）15），そしてクメル（舶meJ）などの地を流

転した後，最終的にシャル・ブリドに落ちついたのである。シャル・ブリドはオトク

旗旗王の宮帳オルドが一時置かれていた地であり，旗王の近くが安全と考えていたの

であろう。清朝時代，トロイ・エジンのダルハトのなかには，オルドスの西北に位置

するアラシャソ地域へ渡る者も現れたという【SAYINjIm＆畠AluLDA11983：3941。

1940年代にトロイ・エジンのダルハトは全部で30数戸あった。バダマは私に，その

うちの19戸の戸主名をあげた（表3参照）。

14）今のムクル・ソー（椚叩〟r∫町〟）で，漢語名は四十里梁である。

15）今のウラーン・ジェリム（〟ね叩〃カ曙erem）のジョソ（カ∫Od）あたりである。
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表3　1940年代のトロイ・エジンのダルハトたち

人　名（戸主名） 職　　掌

I CingBatu

2　Yangrung

3　Senggerinein

4　Namjaldor5i

5　AyBrzana

6　BayanD仏gureng

7　01jeik仏拍g

8　Balγunjab

9　0dγOnbayar

lO Nima（Balγun5abの兄）

11Ge就gdalai

12　NaranDalai

13　Badamjab

14　C6g沖minsel

15　RadnabanZar

16Jalsang

17　Doγtuγu

18　ColoBayatur

19　M6mgkebuyan

ユルールチ

タイポ

ザイサン（宰相）

トゥール

タイシ（大師）

ザイサン（宰相）

ガルチ

アルタン・シェルビ

アルクソ・シェルビ

？

ソラ・ダルハト（雑務役）

アルタン・シェルビ

タイシ（大師）

ホンジン

？

？

ソラ・ダルハト（雑務役）

？

？

3．2　トロイ・エジンの祭殿の形と御神体類

祭祀者ダルハトたちは，トロイ・エジンの祭殿をチョムチョク（～0〝諺0γ），チョム

チョク・オルドとも呼んでいる。かつて，トロイ・エジンの祭殿は2つのつながった

テントからなっていたようである【SAYNjIR√組＆岳ARALDA11983：391）。ダルハトの

バダマによると，1956年までの祭殿は，南北にやや長い四角い形をし，厚さ約10cm

の木板でつくった建築であったという。木板のうえには二重のフェルトと黄色い綿布

が覆い，雲紋（叩α励）の装飾があった。四角い木造建築を分厚いフェルトで覆うと，

「四角くて丸い祭殿」になる，とダルハトたちが表現する。祭殿の内部には赤い絹布

を掲げていた。祭殿は8つのハナ16）の大きさであった。

バダマは，トロイ・エジンの御神体は長さ約33cm，厚さ約7cmくらいの鉄製の

火打ち鎌（geJe）であったという。ウルグソ・ダライも同じ情報を提供している。た

16）ハナとは，テント（ger）の壁となる木製骨組のことである。ハナはおりたたみ式になっ
ており，テントの大きさは，ハナの数で表現される。かつて普通の庶民のテントは，ハナ4
つから6つまでであったが，チンギス・ハーン一族の者は，ハナ8つのテントを持つことが

できた。
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だウルグン・ダライは，火打ち鎌は銀製のものであったという。かつてウルグソ・ダ

ライがラマ僧から還俗してダルハトにもどるとき，この火打ち鎌で頭に火花を飛ばし

た。ダルハトたちがモンゴル各地を巡回するときも，この火打ち鎌を持参する。祭祀

に直接参加できるのはモンゴル人男性で，女性たちは祭殿の南東50～仰歩離れたとこ

ろで造拝する。ダルハトの1人が火打ち鎌を持っていき，女性たちに火花を飛ばして

祝福する。

ウルグソ・ダライは，バダマとは異なる情報を述べている。それは，トロイ・エジ

ンの祭殿には火打ち鎌のほかにもうひとつの御神体として，スゥルデ（三叉）があっ

たという。長さ約66cmの，竿の先端部に北斗七星の配置と同じように7つの銀釘を

打ちこんだものであった。モンゴル人は北斗七星をドロン・プルハソ（7つの神）と

呼ぶ。トロイ・エジンをドロン・エジン（7つの主君）とも呼ぶようになったのはそ

のためであると主張する。

火打ち鎌とスゥルデ以外に，貴重な祭祀器具として，楽器チャルキ，銀製鍍金の男

性用の帯飾り（J〟叩αf），チンギス・ハーンの肖像画17），トロイ・エジンの肖像画な

どがあった。火打ち鎌とスゥルデ，それに各種の金銀祭祀器具はすべて祭殿内の箱

（g伽ggα相加）のなかにあったという。

3．3　火打ち鎌：拝火祭からの視点

3．3．1末子と火

火打ち鎌は，発火道具であり，これを御神体とすることは，火に対する特別な信仰

を物語っている。ダルハトたちは，火打ち鎌はトロイ・エジンを象徴するものである

という。モンゴルでは，末子のことを「オトゴン」（odγ0〝）という。オトとは「火」

のことで，オトゴソとは「火を守る人」の意味である。ベルシアの歴史家ラシード・

アッディソは『集史』のなかで，チンギス・ハーンの末子トロイ・エジンについてつ

ぎのように言及している。モンゴル人とチュルク人には，みなこのような習慣がある。

（親が）まだ生きているあいだに息子たちがつぎつぎと独立していく。息子たちには

それぞれ財産を与えるが，残った財産はすべて末子に属する。末子は「オチギソ」（す

なわち現代語の「オトゴン」）と呼ばれ，これは火と炉に関わる息子であり，「家の根

本」である，という【拉施特1985：196－197】。

このような一族の象徴18）としての「炉」（γ0血mJα）について，モンゴル語にはつ

17）肖像に措かれたチンギス・ハーンは，尖った帽子をかぶり，顎髭をはやしていた。
18）炉と火は人々の住居の中心に据えられ，生活用の火として，家族的生活の編成の要，そのノ
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ぎのような表現がある。「炉を維持する」（γ0血〝〟α∫αたわ〟）とは，代々炉と火を継承

することを意味し，「炉の維持者」（γ0血〝汀α∫α打γ～f）は，すなわち財産の継承者であ

る。「炉を壊す」（γOJ〟湘αお山桓〟）とは，一族を滅ぼすことを意味し19），「炉が黒く

なる」（γOlumta qaralaqu）とは，一族の没落を暗示する【ELDENGTEI＆AnDAJAB

1986：165；QUReABAmTUR1991：7－8］。実際の日常生活のなかでも，モンゴル人は

炉のなかの火が消えないように細心の注意をはらう。遊牧で移動の際も，火を慎重に

運び，火に関する禁忌を堅く守る。

したがって，末子は「一族の根本」で，その一族は火によって象徴されていること

を物語っている。火打ち鎌は，チンギス・ハーンの末子トロイ、・エジンが「火と炉を

守る」身分であることを示す御神体である。

3．3．2　拝火祭

モンゴル人は火（叩J）を「母」（e如）とみなし，「母なる火」（叩Je如）と表現す

る。古くから伝わる火の祈頑文につぎのような内容がある。

清らかで輝く性質を持ち

堅いもの（qαJ町〟）を焼きくだき

暗闇を追いはらい

火打石を母に

鉄鋼を父に

雲を通す匂いを持ち

＼安寧な存続の保証となる。社会的には，家族の結合をもたらし，性的分業の上では，男女の
役割を規定していた。そして宗教的・象徴的には，火は神々と人間との仲介者であり，人の
生活の場を「世界」につなぎとめる支柱と表象されていた。【清水1974：321。
19）『モンゴル秘史』には，一族を象徴する炉と火に関する興味深いエピソードがある。少年
テムジン（のちのチンギス・ハーン）とハサル，べクデル，ベルグータイはともにイェスゲ
イを父とする兄弟であるが，テムジンとハサルはともにホエルソ母から生まれ，べクデルと

ベルグータイは別の妃から生まれ，同父異母の兄弟である。かねてから4人のあいだにいざ
こざが多く，ついにテムジンとハサルがべクデルを射殺するが，その際，べクデルは「私の

炉を壊さないで，ベルグータイを見捨てないで」ということばを残す。このエピソードは従

来から多くの研究者に注目されてきた。ホルチャバートルは別の拝火祭に関する論文のなか
でつぎのように分析している。べクデルとベルグータイは同じ母親から生まれ，ベルグータ
イの方が弟で，モンゴルの習慣では「炉と火の維持者」の身分である。「炉と火の維持者」

が殺されたら，まさに家系の消滅ということになる。そのため「私の炉を壊さないで」とは，
「私を殺してもいいが，炉と火の維持者ベルグータイを殺さないように」との希望を示した

ものである【QUReABAmTUR1991：7－8］。
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【NAMJmDORiI1992：349－350】

大地エトゥゲソ（e摘ge〃）を通す威力を持ち

別の火の祈肩文ではまた大地エトクゲソを「ェトゥゲソ母」と表現している【DAM－

DINSURONG1982：319】。八白官祭祀の火の祈頑文では「エトクゲソ母を通す威力を持

つ」とある【SAYINjIRJu＆岳AR．ALDAI1983：222）。ハルヴァによると，エトゥゲンは

古代の突蕨碑文にも現れ，元来モンゴル人の故土を意味し，火の祈頑文では「エトゥ

ゲソ母」という女性として登場する【ハルヴァ1991：2251。ブリヤート・モンゴルは，

牝羊か牝馬，つまりメスの動物を火の供物とする。ハルヴ丁はこれによって「火の神」，

「火の霊」は女性であることを暗示していると説明している【ハルヴァ1991：

217－221】。現在，モンゴルでは「火の祭」，「拝火祭」（叩ん〟〝J町中－α）と呼ぶ祭が広

くおこなわれている。陰暦11月23日もしくは24日の「拝火祭」のとき，同一父系親族

集団の全成員が集まり，ヒツジの胸肉（由的顔　写真3）と脂肪で火を祭る。火を祭

るときにはさまざまな色の布切で胸肉を飾る。これを「火の装い」（γαノー〟〃em均eJ）

あるいは「胸肉の装い」（eb独房一房em房曙eJ）という【NAM血LDORJI1992：353十354】。「装

い」（em〟曙eJ）とは『モンゴル秘史』にもみられる表現で，元来は新婦が実家から持

参してきて，義父や義母に捧げる土産を指していた【ELDENGTEI＆AnDAJAB1986：

224】。拝火祭の「火の装い」あるいは「胸肉の装い」に使用する布切は，女性たちが

年はじめから裁縫をするたびに残しておくものである。モンゴルにおけるシャマンを

意味するイトガン（血叩〃），オタガン（od叩〃）は，やはり火を意味するオト（od）

ということばに女性名詞「ガン」（叩〃）をつけたことに由来するとの指摘もあり

lQUReABA／1TUR1991：3），一般の拝火祭は「母なる火」を強調する性質を持つ。また，

一部の地域では拝火祭のときに長老が一族の系譜を唱え【QUReABAmTUR1992：14】，

祖先と火を結びつける要素が確認できる。

3．4　ヤムの権利を持つトロイ・エジンのダルハト

祭祀者のバダマらによると，自分たちの祖先はチンギス・ハーンの八白官のダルハ

トと同じように「黄色いダルハト」で，元朝のフビライ・ハーンのときに，世襲制の

ダルハトに任命されたという。清朝時代の半ばごろ，トロイ・エジンのダルハトはオ

トク旗のイケ・ハラーという行政組織に編入された。そのため，かれらはまた「ホシ

ュー・ダルハト」すなわち「旗ダルハト」とも呼ばれるようになった。本来はどの旗

にも属さない独立集団であったという。サインジャラガルとシャラルダイもトロイ・
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ェジンのダルハトはおそらく「五百戸の黄色いダルハト」から分離した祭祀者集団で

あろうという【SAYINJIR／u＆畠AMDAl1983：393］。

祭祀者のバダマとウルグソ・ダライらは，トロイ・エジンのダルハトに，かつては

以下8つの職掌があったという。それは，アルタン・シェルビ，マンナィ，ザイサン，

ダルハソ・カー，オトク・ユルールチ，トゥール，ガルチ，ホンジンの8つである。

この8つの職掌からなるダルハトたちはさらに2つのゲシク（た由な後述参照）に分

かれ，アルタン・シェルビ，マンナィ，ザイサン，ダルハソ・カーはタイシ（大師）・

ゲシクに属し，その他はタイポ（太停）・ゲシクの所属であった。ダルハト同士は互

いを「ゲシクの兄弟」（反物－お目昭一α如〟。）と呼びあっていた。

文書に記録されているトロイ・エジンのダルハトの8つの職掌名と，祭祀者のバダ

マらのあげている職掌名は，いずれも『十善白史』の官員名と一致する。アルタン・

シェルビは，アルタン・チェルビとも発音し，チャルキ（～α函）という祭祀用楽器

を奏でる人の呼称である。『モンゴル秘史』では「女官名」として現れ匹LDENOTEI＆

AnDAJAB1986：314－315，332，583－584，764，888】，のちに「千戸長」などの軍官名と

もなっている【額爾登泰他1980：314；LIUjmSUO1981：130】。マンナイを『十善自

史』ではマンライ（mα〝g血′）と表記している【LIUjmSUO1981：83】。ザイサンとは

「宰相」のことで，元朝のときは，主として大ハーン朝兄の儀式や勅文の翻訳にたず

さわる役であった【LIUjINSUO1981：1311。ダルハソ・カーとは「ダルハソ」（免税

老）の称号を持つカーの意味で，カーとはハーンの親衛部隊の長官であった【LⅣjm－

SUO1981：132】。オトク・ユルールチについては4．1．1で述べる。トゥールを『十善

自史』ではトゥールチ（叫印加）と表記している【LⅣラmsUo1981：88】。トロイ・

エジンの祭祀において，トゥールは儀礼の進行を監督する役をつとめていた。ガルチ

とは火をあつかう役である。ホンジンは元朝時代のもっとも重要な大臣で，各種儀礼

を司る役でもあった【LⅣjmSUO1981：34－35，12㌢130】。

ダルハトたちからの情報を総合して検討したところ，トロイ・エジンのダルハトた

ちの社会構造は，以下2つの点でチンギス・ハーンの八白官の祭祀を運営する「五百

戸の黄色いダルハト」たちと共通している。

第一，「五百戸の黄色いダルハト」たちと同じく，ゲシクにもとづいて組織されて

いた。ゲシクとは，モンゴル語で「恩賜」を意味し，古代チュルク語では「当番」や

「宿直」の意味で，チンギス・ハーンの親衛部隊を指していた【杉山1992：7㌢－801。

「五百戸の黄色いダルハト」はチンギス・ハーンの親衛部隊ゲシクの子孫であるとい

う意識を強く維持している【楊1995：32－34】。
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トロイ・エジンのダルハトは，全員がウルルダートという父系親族集団（Or16がd

oboγ）である。ウルルグートとは，「将軍たち」の意味である。『十善自史』には「九

人の将軍たち」とあり，「大ハーンにもっとも忠誠心を持つ側近」を指していた【LIU

jmSUO1981：88，131】。

第二，トロイ・エジンのダルハトたちは，「五百戸の黄色いダルハト」たちと同じ

ように，ヤムタト　αα椚〟ねd）と自称する。ヤムタトとは，ヤム　レαm〟あるいは

γαmα）を有する人びととの意味である。ホルチャビリクによると，ヤムとは「食べ

物」を意味する古代チュルク語であり，八白官の祭祀では大ハーンの恩賜としてダル

ハトたちに与えられる【qUReAmIO1993：621拘，1994：4ひ－471。祭祀者のバダマらは，

ヤムとは「尊い食べ物」であると証言している。トロイ・エジンのダルハトたちは8

大ヤムタトからなっていた。

ヤムの実体は，ヒツジの肉であり，祭の終幕としてダルハトたちに分け与えられる。

献上された丸煮の数と関係なく，あくまでも1頭のヒツジの各部位を「古くからのし

きたり」にしたがって分配する。ヤムの分配（摘g曙e初）はトゥール職が担当する。

職掌名を呼びあげ，呼ばれた者はひざまずいて受けとり，持ちかえって食べる。バダ

マによると，8大ヤムタトに分け与えていたヤムの部位は以下の通りである。

タイシ・ゲシク：

アルク∵／・シェルどのヤム：裸のハ（∫〟γ〟柑〟rqα）

マンナイのヤム：ドムダ・チュムグ（血m血か椚∂ge）

ザイサンのヤム：胸椎（∫曙er）

ダルハソ・カーのヤム：裸の大腿（∫〟γ〟肋〝γ叫α）

ここで，「尊い食べ物」ヤムとして分配されるヒツジの各部位について，説明して

おきたい。ハ（qα）とは，ヒツジの前肢の一部を指す。これには榛骨（∂0γ血～血∂ge），

上腕骨（血m血～血∂ge），肩肝骨（くね山上　肋骨（qα抽〃）などが含まれる。ヒツジ

1頭に2つのハがある。ハにドゥルベン・ウソドゥル（dかみe〝伽dか「4本の高い肋

骨」）という首に近いところのもっとも長い4本の肋骨（写真4）が含まれると，ブ

トゥン・ハ（∂dJ伽卯「完全なハ」写真5）といい，肋骨が入らないのは「裸のハ」

である。

モンゴル語でドムダ・チュムグと呼ぶ骨は，ヒツジの上腕骨と大腿骨を指し，4肢
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合計4つある。マンナイのヤムは，前肢のを指すか後肢のを指すか不明である。

ヒツジの後肢の一部，大腿をグヤ（γ叫昭）という（写真6）。これには脛骨（孟叩－α

～血∂ge）と，大腿骨（血m（ね～血dge），膀骨（∫印材i）が入る。脛骨が入らないのは，

「裸の大腿」である。

タイポ・ゲシク：

オトク・ユルールチのヤム：肩肝骨（（お山）と境骨（ム0γ血～血∂ge）

トゥールのヤム：ハの上腕骨（留り府＝血mくね～血dge）

ガルチのヤム：頚（たゆg房弟

ホンジンのヤム：不明

八白官の祭祀においても，祭祀者ダルハトにヤムが分配される。サインジャラガル

とシャラルダイは，ヤムの分配に触れた際，つぎのように主張している。ヤムの分配

はただ単に肉を分けあって食べるということではない。ヤムは，モンゴルの古くから

の祭祀活動，モンゴルの父系親族集団（oboγ）の社会構造，ダルハトという集団の

形成を研究するうえで重要な手がかりである，という【SAYtNJIR√A⊥＆岳AMDA1

1983：212－2131。

3．5　トロイ・エジンの祭祀

3．5．1祭祀の期日と名称

祭祀者のバダマによると，陰暦の毎月3日に「中条」（∂叩αねた伸一α）があり，こ

れをダルハトたちだけでおこなっていたという。ヒツジの丸煮をひとつ献上する。正

月1日の祭にはオトク旗の任命した継承人が丸煮をひとつ持ってくる。継承人は，チ

ンギス・ハーンの直系子孫たちを代表して，ダルハトとともに奈をおこなう。陰暦3

月21日は「口伽の参拝日」（孟∂曙eザ飯川∂曙が）で，継承人が参加し，ダルハトの方か

らヒツジの丸煮をひとつ献上する。陰暦5月15日は「仔ウマの奈」（冊叩呵血九蘭Jγ－

α）で，ふたたび継承人とダルハトが共同でおこなう。陰暦の10月12日は「湖の参拝

日」（〝町〟r一㍍＝m叫西J）で，継承人が参加する。以上から，いずれの祭祀においても，

チンギス・ハーンのボルジギソ一族を代表する継承人は欠かせない存在であったこと

が分かる。
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3．5．2「天のことば」に集約される秘密性

祭祀者バダマは，一連の祭祀のうち陰暦3月21日の儀礼順番を以下の要領でおこな

うと述べた。

祭は午前10時ごろからはじまる。まず丸煮を祭殿のなかのトロイ・エジンの前に献

上する。香を燃やし，ダルハトと継承人がひざまずいて「主の賛歌」（疎〃∫α〃g）を

朗唱する。つづいて祭殿の外へ出てタイラカ（J町〟γ〃）と呼ぶ儀式をおこなう。タ

イラカとは「祭祀」の意味である。この際「十二の歌」（αr如〃q叩α′血γ〟）を歌う。

バダマの話では，「十二の歌」はまた「天の歌」（ねJTgrfヅ加血γ〃）ともいう。これに

は1）「大モンゴル」（γe如椚0〃gγOJ），2）「小モンゴル」（如叩椚0〃gγOJ），3）「ウ

イェ・ウレベ」（卸目地加），4）「ェレ・オーライ・エーデソ・ジキジャイ」（ek

00加ee虎〃月々脚），5）「アクラ・エリケ」（α細山e眈e）などが含まれる。3），4），

5）のタイトルはなにを意味するか，祭祀者のバダマにも理解されていないという。

「十二の歌」は「天のことば」（Je〃grfヅ加加わ）で祭祀用楽器チャルキに書いてあり，

アルクン・シェルビがチャルキを鳴らしながら唱う20も

「十二の歌」が響くなかで，継承人はチャクー（ねγ〃）21）と呼ぶ銀杯に酒を注い

で3回トロイ・エジンに捧げる。捧げるときにガルチ（火をあつかう役）が儀礼用の

綿布を肩にかけて継承人の後ろからついていく。この際，トゥールは大声で怒鳴った

りして儀式の進行を促す。継承人が酒を捧げているあいだは「天のことは」で唱われ

る「十二の歌」が，あたり一面に響きわたる。この儀式は約1時間つづく。

20）「天の歌」のなかで，バダマの記憶している「大モンゴル」と「小モンゴル」は以下の通

りである。

大モンゴル

e坤e血血〃町かdJ伽，JM加αカ加瀬gefγ0触

り′肋〟血kJ・血加foJⅢ如け岬q V0厄日血血軋

JkJ房JねJ勘助仇如けり励巾血虹

の′用αkr山鳥吼JM〟届カq

V0厄日は血〟，／ねJれef／

小モンゴル

e〟J血他山，00J血γルekVq

e肋J絨dれ仇仙川助川れ軋

チンギス・ハーンの八白宮の祭祀においても「十二の歌」が唱われる。この「十二の歌」

はまた「チャルキの歌」ともいい，その意味は解読されていない【SAYtNJRmL＆孟AMDAI

1983：165－1661。

21）チャクーとは，銀製の船の形をした皿に2つのつながった杯を固定させた祭祀用酒臭であ
る。
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この後ふたたび祭殿のなかに入り，トゥール職がウチュク（∂誠g）を詠む。バダ

マがいうには「ウチュクとはチンギス・ハーンの生涯を語る歴史であり，秘密を守る

ことが大事だ」という。トゥール職は供卓の下にもぐりこんで，はかの人びとに聞き

とれないようにウチュクを詠み，一同はひさまずいて聴く。バダマはさらに「秘密の

祭祀を公然とおこなっても，秘密が洩れないように工夫する必要がある」と強調する。

ウチュクの後はダータカル（（ね叩（ねαJ）を詠む。ダータカルとはチンギス・ハーンに

祈願することであるという。そしてもう一度丸煮と香を献上する。

つづいてダルハトたちがヤムを分けあう。ダルハトたちがヤムを分配した後は一般

の参拝者たちにゲシク（恩賜）を分ける。一般の参拝者たちに分け与えるのはあくま

でもゲシクで，ヤムとは呼はない。ヤムとは，祭祀者のダルハトのみがもらえる「尊

い恩賜」を指すことが分かる。

夕暮れになると，チンギス・ハーンの八白官が駐営する東のエジン・ホロー地方の

方向に向かって供物トゥリシ（摘座新）を燃やす。この儀礼を「ガリルを燃やす」

（叩′佑fJ甜e初）という。

祭祀者のウルグソ・ダライによると，ガリルは夕暮れに燃やすことになっていたと

いう。祭殿から南西へ1．5kmくらい離れた盆地で燃やす。これにはトロイ・エジン

のダルハトが全員参加する。火を放し，南西方向へ向かって献上された供物を少しず

つ燃やす。火が消えかかると，一同がその場を離れる。全員一斉に「erJカ加ノん肌ね〝

カ加もerねe／erねeり　と大声で叫びながらもどる。これもまた「天のことば」で，誰も

その意味を解しない。祭殿にもどる際，ふりかえってはならないという禁忌があった。

ガリルとは死者に「葬礼宴を設ける」（反間的舶用新緑）ことであるという。

3．5．3　巡回

ダルハトたちは，毎年「湖の参拝」目の前に，各地を巡回（如血r如rfq〟）してい

た。オトク旗旗王の許可を得てからダルハトたちは2つの組に分かれて出かける。か

っては，オルドス以外にチャハル，アラシャン，オラトなど広い地域を回っていたと

いう。巡回に出かける際，御神体の火打ち鎌と楽器チャルキ，それにチンギス・ハー

ンとトロイ・エジンの肖像画を持参する。主として裕福な家庭を回る。牧民のテント

に入ると，火打ち鎌と肖像画をテントの西北側（ふだんは仏壇を置く場所）の骨組か

ら掲げる。丸煮を献上された場合，その皮はダルハト個人の収入となる。牧民の多く

は自発的に家畜を捧げる。

ウルグソ・ダライは，1947年に数ヵ月間オトク旗の各地を巡回した経験がある。バ
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ダマは1948年（戊子年）に祭殿を新しくするため，スミト，プラク，チャガン●トロ

ガイあたりを10数日間回った。その際，30～40頭のヒツジ，10数頭の大型家畜を集め

たという。

4トロイ・エジン祭祀と八白官の関連

トロイ・エジン祭殿とチンギス・ハーンの祭殿八白宮とには，それぞれのダルハト

が独自に司る祭祀がある。これに加えて，年に一度，トロイ・エジンのダルハトが，

八白官に出向いておこなう祭祀がある0これが，ガリル祭（叩r血〃J町〃叩）である〇

八日宮の諸祭祀のなかで，もっとも盛大におこなわれ，かつ重要な意義を有する祭は

陰暦3月21日の「白い群れ祭」である【SAYINJIRIu＆畠AR瓜DAI1983：118－241；楊

1995：朝一461。その前日の夜にガリル祭がおこなわれる〇八日官の祭祀を主宰する「五

百戸の黄色いダルハト」は，ガリル祭に参加しないことになっていた0ガリル祭の舞

台は八白官の駐宮地とその近くであるにもかかわらず，あくまでも遠くオトク旗から

来るチンギス・ハーンの末子トロイ・エジンを祭るダルハトたちが中心となって運営

するのが本来の形式であった。本章では，トロイ・エジンのダルハトが主宰するガリ

ル祭について考察し，それによって，トロイ・エジン祭祀と八白官との関連を明らか

にする。

4．1オトク・ユルールチ職とダルハン・カーの役割

ガリル祭でもっとも重要な役割を果たしているのは，オトク・ユルールチ職とダル

ハソ・カーであるので，まずこの2人の祭祀者に注目したい。

4．1．1オトク・ユルールチ職の伝承

サインジャラガルとシャラルダイはその著書『黄金オルドの祭祀』のなかでつぎの

ように述べている。オトク・ユルールチ職とは，トロイ・エジンの祭祀老集団ダルハ

トのなかで，タイシ・ゲシクに属するホンジン職をつとめる人であったという

lSAYINjIR√Aエ＆畠ARJuDA11983：132）。一方，トロイ・エジンの祭祀者であったバダ

マは，ホンジン職とオトク・ユルールチ職は別々の人であったという。トロイ・エジ

ンに関する文書5でも，チソサン・ユルールチ職とホンジン職とはそれぞれ異なる人

が担当していたことが分かる。チソサン・ユルールチ職とオトク・ユルールチ職が同

一人物かどうかは判断の材料が乏しいが，ユルールチ職が2人いたという情報もない0
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なぜオトク・ユルールチ職と呼ばれるかについて，サインジャラガルとシャラルダイ

はつぎのような情報を提供している。それは，オトク・ユルールチ職はオトク旗に住

んでいたからそう呼ばれるようになったのではなく，トロイ・エジンを「ホーチソ・

タブン・オトク」（卯γ〟～加わ∂〟〃OJoγ旧い5つのオトク）という集団が祭っていた

ことから，オトクの名が付いたのである。いわゆる「旧い5つのオトク」とはオルド

ス部の別称であったとの証言もある【SAYNjIm＆畠ARALDAI1983：132－133］。「旧

い5つのオトク」22）という集団の詳細は不明であるが，私は，調査でトロイ・エジ

ンのダルハトはすべてウルルグートという父系親族集団であるとの情報を得た（3．4

参照）。このウルルグート集団と「旧い5つのオトク」という集団とが，どのような

つながりを持つかも現時点では分からない。しかし，「オトク」という名称がトロ

イ・エジンと何らかの関連性があることは確かであろう。サインジャラガルとシャラ

ルダイは，最後のオトク・ユルールチ職の名はチンバト（eingbatu）であったとい

う【SAYINJIm＆岳AluLDAl1983：133］。

私は，1996年にオトク旗に入り，オトク・ユルールチ職に関する情報を収集した。

現在ポロ・ホシュー郷に住むボルジギソ一族のアルク∵／・オチル（Altanvaeir1996年

現在60才）夫妻は，かつてオトク・ユルールチ職をつとめていたリンチソ・ドルジ

（RineinDorji）の親族23）である。アルタン・オチルによると，1940年代まで生存し

ていたチソバトは，最後のオトク・ユルールチ職ではなく，その息子のリンチン・ド

ルジが最後のオトク・ユルールチ職にあたるという。リンチン・ドルジは，モンゴル

人からユルールチ・リンチソとも呼ばれていた。リンチン・ドルジは，1967年すなわ

ち「文化大革命」が勃発した翌年に，政治的迫害を受けて服毒自殺したのである。

アルタン・オチルは1962年以前に一度リンチソ・ドルジと一緒に八白宮のあるエジ

ン・ホロー地方へ行った経験がある。オトク旗のポロ・ホシューからウマで5～6日

間かけて旅をし，3月19日に八白宮の駐宮地に到着した。

オトク・ユルールチ職は世襲制であった。アルタン・オチルは，オトク・ユルール

チ職とはオトク・ダルハト（oJoγ血叩αd）を指すという。ただここでいう「オトク」

22）中期モンゴルのオルドス部の諸オトク集団については，森川の論考がある。それによると，

左右両翼に分かれていたオルドス部の左翼のなかに「ホーチソ」（◎叩混血）というオトク集
団があった。「ホーチン」はまた複数形「ホーチト」（¢町〟～疋）の形で現れる【森川1973：

32－601。おそらくこのホーチト集団であろうが，チンギス・ハーンの八白官に十二瓶の貢物
を負担していた【森川1973：32・10；RINTCHEN1959：911。しかし，中期オルドス・モンゴ
ルの「ホーチソ」というオトク集団と「ホーチン・タブン・オトク」を結びつける資料はみ

つかっていない。
23）アルタン・オチルの夫人は，リンチソ・ドルジ夫人の妹である。
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はオトク旗を意味するのか，さらに別の意味があるのかは分からないという24㌔

ァルタン・オチルは，オトク・ユルールチ職は「チンギス・ハーンのために供物ト

ゥリシ（相通f）を燃やす人で，そのため毎年3月20日のガリル祭には必ず参加して

いた」という。この情報から，オトク・ユルールチ職は，供物トゥリシを燃やす義務

を課せられた職掌であることが分かる。トゥリシとは，陰暦12月29日の夕暮れに，オ

ルドス・モンゴル人が祖先の墓地のある方向に向かって燃やす供物頬である。チンギ

ス・ハーンの一族が用意する供物トゥリシは，「黒い胸椎」（q〝－α昭er）と「黒い腰

椎」（卯用〃血γ〟）とからなる。「黒い胸椎」とは胸椎の最後端の骨で，「黒い腰椎」

とは，腰椎の最前端の骨であって，両者は連結している。

ァルタン・オチルの話では，一般のオルドス・モンゴル人が自分たちの祖先に供物

を燃やす12月29日のときでも，オトク・ユルールチ職はチンギス・ハーンの八白官の

方向に向かって供物を燃やしていた。火が灰になるまで待ち，灰のうえに「天のこと

ば」を書いてもどることになっていたという。

オトク・ユルールチ職は，ガリル祭の主役で，その際「天のことば」を詠むという。

「天のことは」は祭祀用楽器チャルキに書いてある。モンゴル文字で，チンギス・ハー

ンの命令を書いてあり，秘密を守るため，明瞭に詠んでほならないという。アルタン●

オチルは，「天のことば」の詠唱は，悔やみの性質を持つ行為で，ガリルとはすなわ

ち「葬礼宴を設ける」（加〃由な伽Je独房）ことを意味すると説明したうえ，この儀礼

には自分たちボルジギソ一族は参加しないことになっていたと証言する。葬礼宴を意

味するケンシュー（如〃がな絨）とは，元来骨を燃やして出る匂いを指す。祖先祭祀

のときに供物を燃やすことを「ケンシューを出す（Jeか初）」という。

オトク・ユルールチ職は，ガリル祭をやり遂げて3月24日にオトク旗に帰る。オト

ク旗に帰る際，祭祀に参加した謝礼として，ウルースソ・シュー（か∂g邸伽的おの

が与えられる。これは「欠けた丸煮」，「片方の丸煮」，「奇数の丸煮」，「逆さまにした

丸煮」の意味である。それは，「右側」（廊占わぬ）の前足と「左側」（∂〟川γ〟

ね血）25）の後足の付いた，斜め半分に切った丸煮である。このような「逆さまにした

24）これは「オトク旗」という清朝時代以来の行政組織の名称とも関わる問題である。「オト
ク旗」のオトクとは，中期モンゴルのオトク集団に由来するとの説明が多い。しかし，中期
オルドス・モンゴルは複数のオトク集団からなっており，清朝の支配下に置かれたときに一

旗だけが「オトク」と呼ばれるようになったのは不自然な感じがする。オトク旗に住む別の
老人が私に，「オトク旗」とは「オトゴソ息子の旗」すなわち「火と炉を守る末子の旗」と
の意味であると説明した。ここでいう「オトゴン息子」とはチンギス・ハーンの末子トロイ・
ェジンを指すものであるという。
25）モンゴル人はウマに乗る際，ウマの左側から乗る。このウマの左側を「右側」，「正しい側」
と表現する。つまり，人間がいう「右側」とは，ウマ自身からすると身体の左側である。こ
の表現はヒツジ，ヤギ，ラクダ，ウシにも共通する。
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丸煮」はユルールチ職にしか渡さないという。ダルハトのウルグソ・ダライの話では，

オトク・ユルールチ職は祭殿のなかでもっとも権力を持つダルハトで，祭殿内の諸種

の儀礼はすべてオトク・ユルールチ職の指揮にしたがうという。祭殿の外に出るとタ

イシ（大師）が指揮をとるという。つまり，タイシがダルハト集団の長官であるのに

対して，オトク・ユルールチ職は，各種の儀礼を実質的に司っていた「儀礼進行の主

役」であったと理解できよう。

オトク・ユルールチ職は必ずチンギス・ハーンの末裔，ボルジギソ一族の娘を嫁に

する。結婚式の際，新婦を迎えにいく際には従者が武器を持ち，ボルジギソ一族の者

に会っても御辞儀しない特権を持っていたという26㌔

4．1．2　最後のダルハソ・カー：バダマ

カーとは「従者」の意味で，「ダルハソ・カー」とは，ダルハソの称号を有する従

者との意味となる。カーは『十善自史』のなかでも官名として現れており，本来ハー

ンの親衛部隊の長官で，16～17世紀のモンゴルでは役人の爵号でもあったと解釈され

ている【LIUラmSUO1981：83，132】。現在シャル・ブリドに住む最後のダルハソ・カー

であるバダマは（写真1），ダルハソ・カーはオトク・ユルールチ職の専属従者であ

ったという。バダマ自身，ダルハトとしての教養をオトク・ユルールチ職から教わっ

ていたことはすでに3．1で触れた通りである。

ダルハソ・カーの主な仕事は，3月20日早朝の儀礼に使用されるウマの屠殺であ

る。このウマは主としてウーシソ旗から献上されることになっていた。3～5才くら

いの牝ウマ（∂町f血〟g曙房房）で，しかも妊娠していない牝ウマ（q〟∫α用〝gg曙房房）

でなければならない。もし妊娠した牝ウマを誤って使用した場合，ダルハトの責任者

を25回鞭打ちしたうえ，3才ウシ（首相抽〃g）1頭の罰金が命じられるという。

ウマを屠殺する際，エジン・ホローのダルハトの「斧手」（血腑虚血）がまずウマに

御辞儀をして祝福（αゐ）を乞い，そして斧でウマの額を強く叩く。ウマが倒れた瞬

間に，ダルハソ・カーがその喉を切る。バダマはこの作業を1946年，1947年，それに

1948年の3回担当したという。ウマを骨の節目（砂e）ごとに解体して煮こみ，丸煮

をつくる。ウマの丸煮に馬頭をのせて，昼ごろにチンギス・ハーンの祭殿に献上する。

そしてダルハトたちには，ウマの肉のヤムが与えられる。ウマのヤムは肉だけで，骨

26）オルドスでは，結婚式の一環として，新郎が新婦を迎えにいく習慣がある。この際，新郎

は自らの武器を持つ【qASmIGTU1984：1－201。ボルジギソ一族は庶民の娘をもらうが，新

郎は新婦を迎えにいかず，従者が代わりにいく。また，一般の牧民がボルジギン一族の者に
会うと，御辞儀して敬礼することになっていた。

669



国立民族学博物館研究報告　21巻3号

は含まれない。オトク・ユルールチ職のヤムは肩肝骨である。ダルハソ・カーのヤム

は，膀骨（昭坤）と大腿骨（血椚血かm∂ge）からなるムクル・グヤ（m〟q〟rつ町α）

である。モンゴル人は，肉のなかで肩肝骨をもっとも「尊い部分」とみており，ヤム

の部位もまたオトク・ユルールチ職の高い地位を示している。

4．1．3　文書のなかのダルハソ・カー

上述の『成吉思汗八自室』という文書集のなかにみられるオトク・ユルールチ職に

関する内容を，今のところ特定できていない。一方，ダルハソ・カーについては若干

の言及がある。そのうちもっとも古い文書は光緒29年（1903）のもので，下限は中華

民国24年（1935）に至っている。以下ではダルハソ・カーに関する記述を整理し，検

討してみたい。

資料1

「中部ダルハトのボディバンザル，バヤスホラン，ブルテゲソ・ゲシク，ナムサラ

イジャブ，チャガンウーバらに職務階級を授けた」（∂叩－α（ね叩αか〟〃β0成如〃Z〝．

β町がq〟加．戯鵬砲e〃gdな．肋椚∫α′町励み．C卸肌仙如．〃〝一拍血妙αJ虎曙eOJγ〟叩〃）

という光緒29年（1903）の文書には，中部ダルハトに属するプルテゲソという人物に，

ダルハン・カーの称号が授けられたとある【NAluSUN＆ERDEMTU1986b：77－78）。中

部ダルハトとは，チンギス・ハーンの軍神カラ・スゥルデの祭祀を主宰するダルハト

のことである。また「東部ダルハト」とも呼ばれる。中部ダルハトたちは，チンギス・

ハーンの第2の功臣ムカリの部属であったという伝承がある【SAYINjIR√A⊥＆

岳ARA⊥DAI1983：413－470；楊1995：31】。

資料2

「七旗にスゥルデ・ゲゲソを招請する大・小両部ダルハトの名簿」（doJo叩〃

卵Ofγ”ト血r∫房肋ザ血g聯〃－fカム叩〟γeおお叩血叩αd－〟〃〃er一gザ血わかんなeJ）と題す

る光緒30年（1904）の文書には，4人のダルハソ・カーの名前が載っている。そのう

ちハソギン旗とジュンワン旗へ派遣されるダルハトたちのなかに，中部ダルハトのダ

ルハソ・カーとしてナソソバト（Nasunbatu）をあげている。ウーシソ旗とジャサク

旗へ派遣されたダルハトのなかの，中部ダルハトのロブサンダルジャイ（Lub－

sangdarJai）は，ダルハソ・カー・ダーマルと称されており，もう1人のピレルー

（Pi血色）は役職のないダルハソ・カーである。このロブサンダルジャイという人物

はダルハソ・カーであると同時にダルハトの責任者ダーマル（血叩mαJ）27）でもある

27）ダーマル：「チンギス・ハーンの祭殿，カラ・スゥルデ及びその他の主たちの祭祀に使用／
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ことが分かる。ジュンガル旗とダラト旗へ派遣されたダルハトのなかに，ジンバ

（ラimba）というダルハン・カーがいる。同じく光緒30年の「スゥルデ・ゲゲソを多

くの旗へ招請する件について」（頭捕り血g曙e〃－′0血77qO封γ〟〃一血力旬叩叫画）とい

う文書にはまったく同じような4人のダルハソ・カーの名前が書かれてあり，所属や

派遣先とも同じである【NARA∬UN＆ERDEMTtl1987a：136－138，1987b：9－13］，4人の

ダルハソ・カーはいずれも中部ダルハトに属していたことが明白になってくる。

資料3

「スゥルデ・ゲゲソの威猛祭の件について」（∫山鹿ヅ血g曙曙eかfdoγ的′〟如〟J叩αf

〟か′）という光緒30年（1904）の文書には中部ダルハトのダルハソ・カーとして，ナ

ソソバトの名前がある【NARASUN＆ERDEMTtl1986a：151－159］。資料2にあげた文書

のなかにあるナソソバトと同一人物とみられる。

資料4

「中部ダルハトのエソケバヤル，ジグジジャブ，トゥメソジャラガルらに職務階級

を授けた件」（如γ－α（ね叩αd－〟〃助g加わ町〝．J彼絢占．7ⅥmeJ碩曙αJ〃〝一血尿曙e血妙αJ

oJγ〟叩α〃〟～か）という光緒32年（1906）の文書には「中部ダルハトのジグジジャブに

ダルハソ・カーの称号を授けた」とある。ジグジジャブという人物は，同時にまた役

職を兼ねていた【NARASUN＆ERDEMTtJ1986b：89－92）。以上の文書から，ダルハソ・

カーという称号は，中部ダルハトの者にのみ授けていたことが明らかである28も

資料5

「中部ダルハトのオチル，リンチソ，バトデレゲル，アルタンゲレル，ウルジバヤ

ルらに職務階級を授けた件」（如γ－αくね叩αd－〟〃I匂～九月加～九月α血加わger．A加〃gereJ．

∂脚∂町αr〃〝イ〟r庫曙e血妙αJoJγ〟叩α〃〃かr）という光緒34年（1908）の文書には，

中部ダルハトのオチルという人物に，ダルハソ・カーの称号が授けられたと書いてあ

る【NARASUN＆ERDEMTtJ1986b：94－96）。最後のダルハソ・カーであるバダマの祖父

の名はオチルバト（Vaeirbatu）である。バダマにこそ確認できなかったが，モンゴ

ル人は日常的によく名前の一部を省略して呼びあう。上述のトロイ・エジンに関する

文書のなかにも，チョイジンジャブという名前がときにはチョイジと略称されている

＼した銀両リスト」（とれ甜由一〟〃0〃gγ描．q〝一郎肋肋．eJ一g密〃〃〟g泌伽ねた〟γ〃ゾ飯川伽甜伽ヅf

JMg叩匹α〃血〃がα）という文書には，ダルハン・カーであるダーマル・ルルマジャブの管轄

する3つのゲシクという表現があり【NARASUN＆ERDEMTtJ1987C：111－133］，ダーマルとい

う役職は，ダルハトの内部で3つのゲシク集団を管理する権限が与えられていたと推測され

る。

28）ただし，これらの称号の一部は，各旗の旗王から授けられているのもある。
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箇所がある（第2章　文書2，3，5参照）。時代的にも，この2人のオチルと名の

る人物が同一人物である可能性は否定できない。

資料‘

宣統2年（1910）の「ボクド・スゥルデ・エジン・ゲゲソ，八白官の金銀祭祀器具

のリスト」（∂0γ（ね∫以ddf痢〃g曙e〝〃αfmα〃～叩α〃0代れヅ加α加〝m伽gg伽eJ励み∫α〃g－

〟〃血〃がα）という文書のなかに，ダルハソ・カーのアルタイ（Al血）という人物が

チンギス・ハーンの自宮に銀製の灯明台（～∂g滋e）を献上したとある。軍神カラ・ス

ゥルデには，ダルハソ・カーのジンバが，ハルハ西部の王公から集めた銀を捧げたと

いう。「小手綱」（如け一αカJoγ0）の自宮29）にはダルハソ・カーのバーラン（Barang）

らが銀碗を，ダルハソ・カーのエソケトゥル（Engket6r萬）が銀製の灯明台を，ダル

ハン・カーのジンバが灯明台をそれぞれ献上したとある【NARASUN＆ERDEMTtJ

1987b：921。このジンバは，先述の光緒30年の文書にみられるジュンガル旗とダラト

旗へ派遣されていたジンバと，同一人物であると考えられる。

資料7

皇統3年（1911）の「スゥルデ・ゲゲソについて」（∫ガJ虎ヅ血g曙eかがJ叩αf）とい

う文書には，ダルハソ・カーのジンバは，アラシャン，エジネ・トルグート，ハルハ

4部へ巡回に行くのに必要な証明書の交付をジノンに申請していることが書いてある

lNARASUN＆ERDEMTtJ1987b：57－59）。ダルハソ・カーはほかのダルハトと同じよう

に広くモンゴル各地を巡回していたことが分かる。

以上は清朝時代の文書で，つぎは中華民国時代に入ってからの文書記録である。

資料＄

民国15年（1926）の「5つの白官の珍品器具の詳細リスト」（ね加川（川血∽サ血

er虎〃fサ加∫α〃ge虎わん加わdo叩αf血〃がα）という文書には，「小手網の目宮」に祭祀

器具を献上した者のなかに，ダルハソ・カーの称号を持つ者としてナソソバヤル

（Nasunbayar），チョロバートル（eolobatur），エソトゥル（Engt6rB），ジンバ（jim－

ba），オラゴア（01aγuba）ら5人の名前があがっている【NARASUN＆ERDEMTtJ

1987C：171－1821。エソトゥルはおそらくェンケトゥルの書きまちがいであろう。

資料，

民国17年（1928）の「スゥルデ・ゲゲンを祭るため各旗のジャサクに同時に知らせ

29）「手綱の白官」は，八白宮のひとつであり，「大手綱の自宮」と「小手綱の自宮」からな
っていた。いずれも，馬具を御神体として祭っていた【SAYINjRmL＆畠．uALDAI1983：
268－276；楊1995：3川】。
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ること」（∫房肋ザ加g曙e〝－fね桁q〟J呵αioね〃jお町〟射〟〃なe〝α（ねJfme如血如才叩αf

〟～れα）という文書のなかに，中部ダルハトのチソサン（丞相）・ダルハン・カー・

ダーマル・ウヌレーウーバー（～血がα〃g血叩α〃柏′α血叩mdd〃房柁抽如）という人

物名がある。つまり，ウヌレーウーバーという人物はチソサン爵で，ダルハト集団内

で役職（（ねyamal）についていたことが分かる【NAluSUN＆ERDEMTtJ1986a：581iO】。

もうひとつの「スゥルデ・ゲゲソを祭る件」（成仏り血騨郡即肌用止ゆり血血独）と

いう民国時代の文書30）にもまったく同様な表現がみられる【NAJuSUN＆ERDEMTtJ

1986a：6ひづ21。

資料10

民国17年（1928）の「守護神スゥルデの吹き流しに使用する種雄馬及びその他の器

具を造るために各旗から馬4頭を徴収する件について」（∫房肋ヅ山喜血geか房初J密e一

〆〃娩叩一郎α〃g∫α如jお叩〟mOr山一fqo封γ〟誠ri一g～ed∂r古川的〟J叩α′〟～fr）という文書

には，新たに中部ダルハトに属するダルハソ・カーで，ジュンネイ（dngni）という

名前がみられるようになった【NARASUN＆ERDEMTtJ1986a：72］。もうひとつの民国

時代の「スゥルデ・ゲゲソを祭り，各旗へ巡回に行くことについて」（頭捕り血

gegeかfカγ∫α叩〃J町励0ね〝qO封γ〟かαカ血相γ〟J〟〝γα∂叩〟J叩αf）と題する文書には，

ジュンワン旗とハソギン旗へ派遣されたダルハトのなかに，ダルハソ・カーの称号を

持つジュキニ31）という人物名があり【NARASUN＆ERDEMTtJ1987C：58－63］，おそら

くジュンネイのまちがいであろう。また，以前も登場したことのあるチソサン・ダル

ハン・カーで，役職のダーマルの称号を持つウヌレーウーバーの名もある。いずれも

中部ダルハトの所属である。

資料11

民国20年（1931）の「カラ・スゥルデの5つのゲゲソ・オルド内の珍品祭祀器具の

明細リスト」（qαトα∫房肋ザ血g曙e〃－〟わあ〟〃Or血ザ加er血〃fザ血∫α〝ged似顔〟血打

〃e植わ〃わdo叩町肋〃∂町伽γ叩∫α〃（肋間甜）という文書には，「小手綱の自宮」に祭

祀器具を献上した者のなかに4人のダルハソ・カーの名前がみられる。それはバーラ

ン，エソケトゥル，ジンバ，それにオルゴア（01γuba）の4人である【NARASUN＆

ERDEMTU1987C：188－1961。オルゴアは恐らく資料8のオラゴアと同一人物であろう。

資料12

民国壬申年（1932）の「ボクド・エジン・ゲゲンの八白宮内の金銀祭祀器具の明細

30）文書の年月日は不明。
31）励血日加血とも読めそうである。
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リスト」（み0γ血疏〃g曙eか房那加α〃ね叩〃Or血ザ血αJJ仰m伽甜伽eJ加わ∫α〃g∫α如サブ

〝er加地〝∂町伽γ叩ゞα〃血〃卵α）という文書には，ダルハン・カーのアルタイが灯明

台を献上したとある【NAMUN＆ERDEMTU1987C：14ト1491。民国24年（1935）の「ス

ゥルデ・ゲゲソの5つの自宮内の珍品器具の明細リスト」（∫房肋ヅ血g曙eか〟わあ〟〃Or－

血ザ血er血〃頼〃∫α〃gedkJJ師J泌f〃er加地〃∂町伽γ叩α〃血〃がα）という文書には

バーランというダルハソ・カーが再度登場している【NAMUN＆ERDEMTO1987C：

134－1401。

以上12の文書に登場したダルハソ・カーの名前を整理したのが表4である。これを

集計すると，30年間で計15人のダルハン・カーの名前が確認できる。これらの文書を

検討したところ，以下の三点が明らかである。

まず，資料2，3，7，9，10は，チンギス・ハーンの軍神カラ・スゥルデの祭祀

に関する内容が中心を占める。カラ・スゥルデの祭祀のうち，「12年に1度」辰年に，

「血祭」がおこなわれる【SAYNjIRJu＆畠AJuLDAI1983：280－329］。また各旗に敵や

干ばつなど非常事態が発生したときにも，カラ・スゥルデを招請して「血祭」をおこ

なう習慣があった【楊1995：46－48】。その際，各旗へ派遣されるダルハトの人数や職

掌は明記する必要があった。そのうち，1904年に各旗に同時に派遣されたダルハトの

なかに4人がダルハソ・カーの称号を持っており，少なくとも同時に4人のダルハソ

・カーがいたことはまちがいない。文書7からみれば，この4人のうち1人は1911年に

も巡回に出かける許可を申請していることから，当時まだ生存していたと考えられる。

1928年になると，まったくちがう2人が登場してくる。この2人にいつダルハソ・カー

表4　文書集『成書思汗八白室』に登場するダルハン・カーたち

人　　　名 備　　考

1903

1別M

l鋤4

1906

1恥8

1910

1926

1928

1928

1931

1932

B仏r也dgen（ge軸）

Nasunbatu，Lubsangdarjai，PirlB心，Jimba

Nasunbatu

Jigjijab

Vaeir（Vaeirbatu？）

Altai，Jimba，Barang，Engket6r也

Nasunbayar，Colobatur，Engket6rd，Jimba，01aγuba

Ontireuuba

也ngni（hkini？），On也reuuba

Barang，Engket6rd，Jimba，01γuba

Altai，Barang

jimbaは2回出現

2回出現
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の職掌が授与されていたかどうか，文書からは確認できない。

資料1，4，5はダルハトに職務階級を授与した内容となっている。1903年から

1908年にかけて計3人にしか授与していない。

資料6，8，11，12は八白官，すなわちチンギス・ハーンの3つの自官と軍神カラ・

スゥルデの5つの自官とに収納されている，祭祀器具に関する調査リストである。資

料6と12はチンギス・ハーンの3つの自官とカラ・スゥルデの5つの自官を合わせた

リストで，資料8と11はカラ・スゥルデだけのリストである。いわゆる祭祀器具には，

モンゴルの歴代王公が献上したものと，歴代ダルハトが徴収してきたものの両方が含

まれている。調査は数年に一度の割合でおこなわれており，徴収者ダルハトの名前も

重複して登場する。そのうち，1910年から1932年にかけてのリストでは，チンギス・

ハーンの自官とカラ・スゥルデの両方に祭祀器具を献上しているダルハソ・カーは，

4人にとどまっている。一方，カラ・スゥルデの5つの自宮の1つ，「手綱の自

官」32）に祭祀器具を献上しているダルハソ・カーは，1926年から1931年までの短い

期間中でも，リストに6人の名前が載っている。ダルハン・カーは「手綱の自官」と

比較的強い関わりを持っていたことが分かる。

つぎに，現在入手できる文書をみる限り，ダルハソ・カーという職掌は，もっぱら

八白宮と軍神カラ・スゥルデに直接関わる文書のなかでしか確認できない。上記のト

ロイ・エジンに関係する文書のなかで，トロイ・エジンのダルハトたちの8大職掌を

詳しく述べた文書5（2．1参照）のなかでもダルハソ・カーは登場しない。文書5は，

オトク旗旗王からハソギソ旗旗王へ出された，トロイ・エジンの「駐宮の禁地」につ

いての公文書であり，ダルハトの職掌についても厳密性が要求される書類である。ダ

ルハン・カーだけが記載漏れになるとは考えられない。したがって，ダルハン・カー

は本来，トロイ・エジンのダルハトではない可能性が高い。

さらに，上にあげた諸文書のなかに登場するダルハン・カーは，いずれも中部ダル

ハトに属すると明記されている。八白宮内の金銀祭祀器具については数回にわたる詳

細な調査がおこなわれ，リストがつくられている。これらのリストを検討したところ，

ダルハソ・カーがモンゴル各地を巡回して徴収してきた器具は，八白官のひとつ，「手

綱の自官」に納められていることが多い。さらに，この「手綱の自官」は八白官のな

かでも「スゥルデの5つの自宮」のひとつであることも上記文書のなかで明記されて

いる。したがって，ダルハン・カーは中部ダルハトのなかでも，とくに「手綱の自官」

の祭祀にたずさわる職掌であった可能性が極めて強いと判断できる。

32）正確には，「小手綱の自宮」である。
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ここで，ダルハソ・カーが何故「トロイ・エジンのダルハト」と称するようになっ

たのかを検討する必要がある。「ボクドの八白宮の警備について」（如γ血ザ加〃αfmα〃

卸朋の励肌用叩頭刷り血加画）という宜統4年33）（1912）の文書は，ダルハト

の長官に出された命令文である。それにはつぎのような内容がある0ダルハトの一部

が八白宮のあるジュンワン旗のエジン・ホロー地方を離れて，豊かなウーシソ旗とオ

トク旗の西部地帯に移り住み，ついにチンギス・ハーンの祭祀活動にも度々欠席する

ような者が増えた。このような移住者を一日も早く八白官の近くへ連れもどすよう，

という口調の強い令状である【NAmSUN＆ERDEMTU1987b：133－136】。清朝末期から

ォルドス各旗の草原が入植漢族に開墾され，ダルハトの故郷エジン・ホロー周辺も・

これを免れなかった。大量の漠族農民の進出にともない，生活の基盤を失ったダルハ

トたちのなかには，当時まだ漠族の少なかったオトク旗やウーシソ旗へ移住する者が

多かった【SAYtNjIR√Al＆岳ARALDAI1983：468－470】。ダルハソ・カーの1人が，草原

開墾の時期に八白宮を離れて，昔から祭祀活動上緊密なつながりを持っていたオトク

旗内に住むトロイ・エジンのダルハトたちを頼って移住した。移住したさきで，トロ

イ・エジンの祭祀活動により一層積極的に関わるようになり，ついに「トロイ・エジ

ンのダルハト」と称するようになったのであろう。

以上，ガリル祭の主役をつとめるオトク・ユルールチ職とダルハソ・カーの背景に

っいて，文書と伝承にもとづいて述べた。つぎはかれらの主宰するガリル祭について

考察する。

4．2　ガリル祭

ダルハトのバダマは，ガリルの語義を知らないが，「ガリルに行くことはすなわち

供物トゥリシを燃やしに行くこと，供物トゥリシを燃やしに葬礼宴に行くことだ」と

説明している。サインジャラガルとシャラルダイは，ガリル祭は「9の9（81）の悪

兆（肋叩日加－α）」を退けるためにおこなうと，その儀礼の目的を説明している

lSAYINJIRIu＆岳ARALDA11983：1341。セールイスはジャムツァラーノの論文

【XAMm即AHO1兆1：1少ト234】を根拠に，ガリル祭はユルールチ職が主役をつとめる一種

の占いの秘儀であるという【SERRUYS1984：321。小長谷は，家督を象徴する「炉」

の祭で，一種の火祭であるという【小長谷1989a：391。シャブロスは，モンゴルの招

33）宣銃は，清朝最後の皇帝薄儀の年号である。薄儀は宜統3年すなわち1911年に退位し・中
華民国時代となるが，この文書をみる限り，当時オルドスでは，翌年でも依然として宣銃と
いう年号を使用していたことが分かる。
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福儀礼に関する研究のなかで，3月20日の夜におこなわれる「ガリルの招福儀礼34）」

をとりあげた際，ガリル祭とは「チンギス・ハーンの末裔たちが主宰するプライベー

トな儀礼」であると指摘している【CHAmOS1992：113】。

4．2．1ガリル祭の火

ガリル祭は陰暦3月20日の夜，すなわち春期大祭である「白い群れ祭」の前夜祭と

しておこなわれる。サインジャラガルとシャラルダイは，このガリル祭に八白官の祭

祀老集団である「黄色いダルハト」やチンギス・ハーンの直系子孫ポルジギソ一族が

参加しないことを強調しながら，比較的詳しい記述を残している【SAYmJIRJA⊥＆

岳ARAuMu1983‥132－140】。現在ではオトク・ユルールチ職が1967年に死去し，後任が

なく，ダルハソ・カーのバダマもさまざまな理由で祭祀に参加できないことから，ガ

リル祭はもっぱら八白官のダルハトたちが代行している。私自身が1992年にダルハト

たちの特別の配慮を受けてガリル祭に参加した際も，「黄色いダルハト」たちは，ガ

リル祭は本来自分たちがおこなう儀礼ではないことをとくに強調した。以下ではサイ

ンジャラガルとシャラルダイの記述を参考に，私自身の調査，それにダルハソ・カー

であったバダマからの聞き取りにもとづいてガリル祭について考察する。

20日の祭祀はまずヒツジの丸煮8とウマの丸煮1からなる「9の丸煮」を献上する

ことから始まる。サインジャラガルとシャラルダイはまず『祭の順次』（J町fJγ一呵血

34）ガリル祭の一環として，招福儀礼がある。サインジャラガルとシャラルダイは，ガリル祭

の招福儀礼はオトク・ユルールチ職らが出発してから八白宮の駐宮地でおこなわれるとい
う。それは，まず「チンギス・ハーンの招福用の桶」にアムス（〝m〟∫〟）を入れる

lSAYINJIR√軋＆畠ARA⊥DA11983：139］。アムスとはヒツジの煮汁にバターや黒砂糖を加えた炊

きこみご飯である【小長谷1989a：451。祈帝用のヒツジの後ろの小腱も桶に入れる。桶を祈
商用に屠殺したヒツジの毛皮に載せて，4人のダルハトが運ぶ。上下に動かし踊るように福

を招く。普通の招福儀礼では「ホリー」，「ホリー」と唱和するが，ことにガリル奈の招福儀
礼では「ホリー」と唱和するのを堅く禁じている。特別の「ガリル条の招福の歌」を唱うの

である【SAYINiIRmL＆畠ARA⊥DAl1983：139］。
ガリル祭の招福儀礼と普通の招福儀礼との異なる点はハの使用にある。オルドスでは普通

の招福儀礼，たとえば陰暦11月23日あるいは24日の拝火奈の招福儀礼において，特別の「招

福の矢」（血ね／γα〃∫〟m〃）を使用する【NAMjmDORjI1992：377－3801。死者の招福儀礼のと
きには「左側」（∂〃mγ〟　わんα）のハを使用する【SoNOM1993：761。ところが，モンゴルの

ドゥルべト部では拝火奈における招福儀礼のときにハが使われる【CHAmOS1992：72－73，
871が，そのハが「右側」か「左側」かは不明である。ガリル条では家畜の「右側」のハを
使用する。ハのなかでとくに重要な部位のひとつが，シャ一・チュムクという脛骨である。

したがってハに注目する際，シャ一・チュムクを忘れてはならない。祖先祭祀の供物にもシ
ャ一・チュムクが入る。モンゴルのオイラト部では，シャ一・チュムクは父系親族集団を想

起させる象徴的機能を有している【CHABROS1992：701。つまり，ヤス（yasu）＝骨である
という点で，ヤスという，モンゴルの父系親族集団を意味する概念と結びついている。なお，

シャ一・チュムクは，脂肪尾とともに神（み〃叩α〃）を祭るときにも利用される

【qUReABIlIG1995：9－141。
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血r〟画才）という写本に注目している。それにはつぎのような指針的内容が書いてあ

る。

3月20日の祭は以下の通りである：まず儀礼用の絹布を献上する。灯明を献上する。香

を献上する。酸乳と乳酒を3回献上する。（乳の）振りまきをする。イケ・エジンのオルド

の扉を閉めて鍵をかけ，オルドを3の9（27）回廻ってきて，ふたたびオルドの扉を開けて

なかに入り，灯明を献上する。香を献上する。松明を灯してガリル祭に出かける。ガリル

を燃やす3つの火は松明で撒す。ガリルの火で儀礼用の「9の堅いものの丸煮」を燃やす。

9尊の乳酒を献上して「ガリルの金書」を詠む。右側のハ（3．4参照）と脂肪尾，胃，回腸

を桶に入れてガリルの炉を3回廻って，松明の残りを持って《ガリルの歌≫を歌いながら

戻る。燃え残った松明を持ちかえって，イケ・エジンの炉のなかに入れる【SAYINJIRml＆

畠AMDA11983：1331。

ここでいうイケ・エジンとは「大主君」の意で，イケ・エジンのオルドは明らかに

チンギス・ハーンとその第一夫人ボルテの祭殿を指している。ガリル祭で重要な儀礼

のひとつは，「堅いもの」と呼ぶ供物を燃やすことである。このときに使用する火は，

チンギス・ハーンの祭殿から持ちだした松明であり，そして火はふたたびチンギス・

ハーンの炉に還元される。

「炉と火の主」と呼ばれる末子の祭祀者によって持ち出され，そしてまたチンギス・

ハーンの炉に還元される火は，まさにボルジギン一族の命脈を象徴するものである。

4．2．2「堅いもの」：ガリル祭の供物

バダマによると，ガリル条のときに火に燃やす「堅いもの」と呼ぶ供物は，分解し

ていない乾燥させた丸煮であったという。「堅いもの」には仔ヒツジをよく使う。か

ってこの「堅いもの」は，全モンゴルの各地から集めていたようであるが，のちにオ

ルドス7旗が負担するようになった。7旗から献上されるヒツジの「堅いもの」の具

体的な量は表5の通りである【SAYINiIRJu＆岳ARALDAI1983：135）。一方，バダマの

記憶している供物の量は表635）である。

ヒツジの「堅いもの」は5の9（45）であった。そのうちチンギス・ハーンとボル

テ夫人に3の9（27）を，クラン妃とグルベルジン妃にはそれぞれ1の9（9）の「堅

35）バダマの記憶では，1940年代に各旗から献上される「堅いもの」などの祭祀用品は表6の

通りである。サインジャラガルとシャラルダイの記述に比べると，供物の量が減少している。

これは，1940年代になってから，社会の不安定などの原困により，財政不振に陥ったオルド
ス各旗からの供物が減少していたことを表している。
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いもの」を捧げる。このほか，オトク旗は特別にガリル祭にウマの「堅いもの」1を

献上する。ジュンワン旗は黄色い頭のヒツジの右側のハ，膀1，アマン・クジュー

（甜抑拍郎ね絨「口の頚」5．2参照）1，炒ったキビ3升，儀礼用の絹布5を捧げる。

ジャサク旗はクラン妃にウシの「堅いもの」1，ジュンガル旗はグルベルジン妃にウ

シの「堅いもの」1を捧げる【SAYINJIR∫Aエ＆岳ARALDAI1983：135－136］。これは，ジ

ャサク旗内のソロソゴス（SolungγuS）という父系親族集団がクラン妃との関わりが

深く，ジュンガル旗内にはかつてグルベルジン妃の自官が置かれていた【SAYINJIm

＆畠AMDAI1983：243－246，25ト253】ため，その深い関わりを示す特別の献上物であ

ると考えられる。

「ガリル奈の9の堅いもの」（叩rfJ－Mり厄かり押叫叩）は，以下の骨で構成されてい

る。それは，すべての丸煮からアマン・クジュー1，黒い胸椎（qαr〃昭er）1，黒

い腰椎（q〝－α〃fr叩〟）1，境骨（み0γJ〟かm∂ge）1，脛骨（首叶α～fm∂ge）1，腰骨

（∫曲聯）3，膝の骨（qγiγ）1，踵骨（∂0励）1，尾骨（昭弘伽タが〟）1である

lSAYINjIRmL＆岳AluLDAI1983：136］。

4．1．1で触れたように，「黒い胸椎」と「黒

い腰椎」は，オルドスのボルジギン一族

が12月29日に祖先のために燃やす供物ト

ゥリシである。ナラソンによると，供物

トゥリシには脛骨も欠かせないという

lNARASUN1989：290－292］。

すでに触れたように，普通の拝火祭の

供物は胸肉と脂肪である。これは，さま

ざまな火の祈頑文のなかに，「火の母にし

表5　オルドスの7旗が負担していた「堅

いもの」の量

旗　　 名 堅い ものの量

オ トク旗 5

ウーシ ソ旗 7

ジ ュンガル旗 5

ハ ンギ ソ旗 7

ジ ャサ ク旗 5

ジ ュンワン旗 9

ダラ ト旗 7

資料出典：『黄金オルドの祭祀』

表‘バダマの記憶にもとづく1940年代の「堅いもの」等の供物の量

堅い もの 乳　 酒 その他

オ トク旗 5 2 斤

た きぎ

ウー シソ旗 1 （ウマの堅い もの） 1 斤

ジャサ ク旗 ？ ？

ハ ンギ ン旗 3 ？

ジュンワン旗 3 1 斤

ダラ ト旗 ？ ？

ジュンガル旗 ？ ？
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て火のハーンに脂肪を捧げる」，「火の母にして火のハーンを脂肪で祭る」と繰りかえ

し出てくる【DAMDINSURm01982：318，373，382－383】。胸肉と脂肪のもっとも療著な

特徴は，その「柔らかさ」である。「女性的要素」の強い「火の母」には柔らかい供

物を捧げるのに対し，末子トロイ・エジンの祭祀者ダルハトたちがチンギス・ハーン

一族の諸祖先に捧げるヒツジの肉は，「堅いもの」と呼ばれる。上述の火の祈南文で

は，「堅いもの」は火の威力を讃える表現となっている。火の威力を表す「堅いもの」

を供物とすることによって，チンギス・ハーン一族の繁栄を象徴する火が，特別に旺

盛な生命力を有していることを強調していると理解できよう。

4．2．3　祈商用ヒツジの役割

ガリル条に出かける前に一連の儀礼がある。1909年から1910年にかけてオルドスを

旅行し，八白宮に関する文書を多数収集したジャムツアラーノのコレクションにもガ

リル祭についての文書が確認できる。それはつぎのような内容である。

ガリル祭に出かける際，ジノンのバクシたちが酒1，酸乳1を持ってくる。徴収された

祭祀用品はウマ1，ヒツジ1，酸乳2，酒2である0《ガリル条のヒツジ≫を（使って）祈

頑し，屠殺して，ユルールチ職が占う儀礼がある。それ（すなわち肝臓頬）をきれいに観

察して，ウマとヒツジを煮る36）【RINTCH玉N1959：871。

文中のジノンの「バクシたち」とは，各種儀礼や文字を教える役，すなわちダルハ

ト内の教育係であった【SAYtNJIRIu＆岳AluLDAI1983：450］。この「ガリルのヒツジ」

を「ガリルの祈商用ヒツジ」（叩r〟Ⅷ〃孟始点晦e〃qO〃f）ともいい，生きたまま肝臓な

どを取りだして観察し，占いをする。ヒツジ占いは，チンギス・ハーンの八白官祭祀

の複数の儀礼においてみられる【SAYINJIR√A⊥＆畠ARALDAI1983：136；小長谷

1989a；SERRUYS1984：2㌢ヰ21。サインジャラガルとシャラルダイによると，ガリル

の祈商用ヒツジは，フェルトのうえに立たせて，背中に酸乳をかけて身震いをさせて

ガルチ37）が屠殺する。「右側のハ」を小腿（封γfM）とともに煮る。このハをのちに

36）このテキストは，八白宮祭祀の進行に関する指針的内容が中心となっている。これらの指
針的内容を現在の八白宮の諸儀礼とを逐次照らし合わせるのは困難であるが，ガリル祭につ
いても言及箇所があり，ここではもっぱらガリル奈との関連性に注目したい。Rintchenはこ

のテキストに「白い群れ奈における（乳を）振りまく方法」（～町α〃∫〟鵬g∫αね曾山γ0∫〟〃）と
いうタイトルを付けている。内容的には随所にガリルということばが現れており，「白い群

れ祭」に関するテキストではなく，むしろガリル奈関係の文書であろう。

37）ガル（叩J）とは「火」で，ガルチは火をあつかうダルハトである。
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おこなわれる「ガリルの招福儀礼」（叩′〟－〟〃血血Jγ－α）に使用する。肝臓，胆嚢，回

腸を観察する。もし肝臓や胆嚢の色がよく，回腸に糞が満横していたら，よいとされ

る【SAYNjIRr軋＆岳ARALDAI1983：136－137］。

私の調査では，1992年陰暦3月20日のガリル祭の祈商用ヒツジは，夕方5時15分に

チンギス・ハーンの祭殿に入れられた。27分ごろにダルハトの1人が燃やしたハイマ

ツの煙でヒツジを清め，つづいてジノンも同じ方法で清めた。そしてヒツジの頚に儀

礼用の絹布を飾った。ダルハトは，チンギス・ハーンに現職のジノンの名を唱えて祭

祀状況を報告する。ジノンはチンギス・ハーンに3回叩頭した。5時30分にヒツジを

赤い絨毯のうえに立たせ，背中に酒と酸乳をかけた。つづいてダルハトは「右耳」（す

なわちヒツジの左側の耳）に唇をあてて祈薦内容を話した。5時35分ごろ，ヒツジは

赤い絨毯のうえに仰向けに倒され，腹を開けられ，肝臓と胆嚢が取り出された。ダル

ハトはそれを絹布で受け取り，人目を避けて祭殿の奥に入って秘密の占いをした結果，

今年も吉との朗報が得られた。一連の儀礼はまさに小長谷の指摘通りに，ヒツジに託

した祈藤がチンギス・ハーンに届けられ，チンギス・ハーンはそれをまたヒツジの肝

臓などの部位を通して啓示する。このヒツジはいわばシャマンと同じく，昇天したチ

ンギス・ハーンと人びとのあいだを仲介する役割を果たしている【小長谷1989a：

41－461。

4・2・4　末子の高貴さと反日常による「あの世」への接近

オトク・ユルールチ職とダルハン・カーは，「チンギス・ハーンと諸祖先のために

葬礼宴を設ける」人であるゆえに，威風堂々と行動しなければならないという。途中

出会ったものから略奪することも許される【SAYNjHU領＆畠ARALDAI1983：137］。バ

ダマの経験によると，陰暦3月20日にはすでにエジン・ホロー地方に大勢の参拝客が

集まってにぎわっているが，夕方5時くらいになると，人びとはみんなテントにもぐ

りこみ，ガリル祭に行く祭祀者の行列に遭遇しないように注意する。ガリルに行く行

列にあえば運が悪くなると考えられているからである。ひっそりとしたテント群のあ

いだに「ガリル祭の道」（叩′〃イ〃γαム叩〟カ椚）が開通するという。

オトク・ユルールチ職は，ダルハソ・カー，それにガルチらをはじめとする数人の

従者を率いて，出発するときがくると，まず主殿にある箱（do叩0〝）のなかから「天

のことば」が書いてある『金冊』（α加〃加地′）38）を取り出して懐に入れる。この箱

の鍵はつねにオトク・ユルールチ職が管理しており，かれ以外に『金冊』に触れる人

38）『金書』（αJJ〃鋸的）ともいう。
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はいない。ダルハソ・カーは，オトク・ユルールチ職が乗るウマを，八白官の主殿の

入り口まで曳いていく。オトク・ユルールチ職は敷居に立ってウマに飛び乗る0一般

牧民の日常生活では敷居を踏まないように注意をはらうが・チンギス・ハーンの祭殿

の敷居に立つことが許されるオトク・ユルールチ職の特権は並々ならぬものであるこ

とが分かる。一行は踵で鐙を踏み，小指で鞭を持ち・人指し指で手綱を持つ0ウマの

背中では左の勝に重心を置く0これらの行為はことごとく日常的に厳しく禁忌されて

いることへの「違反」である。ガリル祭において，オトク・ユルールチ職とダルハソ・

ヵーらはこのような反日常的な行動を公然ととることによって，末子トロイ・エジン

に代表される高貴さを演出している。

ガルチは，事前に八白官の東を流れるチャンホク河の北東の盆地に，ガリル祭の供

物を燃やす場所（叩〟け－M日朝盆山血γ娩r）を決める0この場所はまた「ガリルの谷」

（叩r仙川γ〟）といい，八白官の駐宮地から871歩離れたところにある【SAⅥNjIR√Al

＆畠AMDAI1983：1381。ガルチは，たきぎα〃押喝椚0血）も用意しておく0こ

のたきざは，ジュンガル旗が用意して，エジン・ホP一地方に運んでくる。バダマに

ょると，ガルチはジュンガル旗の人で，ダルハトであるという0サインジャラガルと

シャラルダイの記述をみる限り，たきざを用意していたのは・ジュンガル旗のオード

ル河（叩血川叩0′）に住む・「ガリルのジュム」（γαr血〃カ〝M）と呼ばれていた

人たちで，ダルハトであったかどうかは不明である0たきざは傷や枝分かれのない「3

の9（27）」本の喩39）であった【SAYtNJIR√Å⊥＆畠ARALDAI1983：138］0オルドスでは，

11月23日あるいは24日の拝火奈のときでも，包葉のついた喩の枝は欠かせない0拝火

祭の祝詞には「喩のように多くの命を持ち」とある【SAYINJIR皿＆豆ARALDAI1983：

2221。結婚式の際，新婦が火を拝むときに唱えられる祝詞にも「橡のような命を持ち」

とある【DAMDmS馳駆01982‥31810また別の拝火祭の祈南文には「母は火打石，祖

先らは喩の樹」とある【ハルヴァ1991：22410橡には生命力と豊餞の意味を持たせて

いることが分かる。ガリル祭に使用する喩のたきざには，バターがかけられ，燃えや

すいようになっている【SAYtNiIR√A⊥＆岳ARALDAI1983：138）。

一行はガルチの案内で無人地帯に化した「ガリル祭の道」を通って「ガリル盆地」

に着く。この際もオトク・ユルールチ職の特権がみられる0かれはウマから直接フェ

ルトのうえに置いてある机のうえに降りてフェルトのうえに座る0地面に触れること

はない。

39） ジャムツ，ラーノの文書には「斑点や傷のない3の9（27）本の柳」

CtEN1959：871。
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ガリル奈は「聖なるチンギス・ハーンをはじめとする諸祖先に葬礼宴を設ける儀礼」

である0ガリル奈で捧げられる供物を享受するのは，あの世に住むボルジギソ一族の

諸祖先である。供物を諸祖先の世界へ届けるためには，あの世に住む祖先に近づくこ

とが必要である0ハルヴァによると，アルタイ諸民族は死者の世界においてはすべて

がこの世と同じように営まれているが，ただひとつ，ことごとくこの世と逆さまにな

っているという。特別の太陽と月があり，太陽は西から出て東に沈む。この世とあの

世は逆の関係にある，と考えられている【ハルヴァ1991：315－316】。4．2．5で呈示す

るガリル祭で唱えられる『金冊』にも「反対の月に，反対の日に」（∂肌γ〟∫α用〃－

吼∂肌用γ＝α用〃－α）との一句がある。ガリル祭に赴くオトク・ユルールチ職とダルハ

ソ●カーの一行は・この世での日常的な行動と逆の行動をとることによって，高貴さ

を誇示すると同時に・諸祖先の住むあの世へ近づこうとしているとも解釈できよう。

つまり，オトク・ユルールチ職らはあの世へ接近できる特権をもまた，この世の人び

とに誇示しているのである。

祈商用ヒツジによる占いなど，これまでおこなわれた一連の儀礼は，いずれもあの

世に住む諸祖先への接近を意識した行為である。上述の祈商用のヒツジは，いわばオ

トク●ユルールチ職らの先導役でもある。ガリル祭に出発する前に，あらかじめ祭祀

状況等を仲介者のヒツジに告げてから，オトク・ユルールチ職らが正式にあの世へ向

かって近づいていくのである。

4．2．5「あの世」に住む諸祖先

ガリル祭の中心は「堅いもの」と呼ぶ供物トクリシを燃やすことである。祭祀者の

バダマの話では，「堅いもの」はフェルトのうえに積んでおき，ダルハン・カーがア

マソ・クジュー（〟m∽叫声劇は）と呼ぶ星形の模様を地面に措く。このアマソ・ク

ジューのうえに，ジュンガル旗から運んできた橡のたきざを積む。アマソ・クジュー

とは・直訳すれば「口の頚」との意味である。小長谷によると，頚椎の6つの骨のう

ち下顎骨にもっとも近いアマン・クジューは，頚部と胴体とをつないでいる最初の頚

の骨である。この骨は家畜の魂の存在部分であろうと推測している【小長谷1991：

305－30610オルドスでは・アマソ・クジューは「ヤマの4つの骨」（γα椚αザ血戯′如〝

γ郎〟）のひとつで・ヤマとは，すなわちヤムレα椚〟）とも発音し，「尊い食べ物」を

意味する（3・4参照）。「ヤマの4つの骨」のなかで，アマソ・クジューがもっとも重

要である0オルドスでは・初冬の10月末から11月にかけて，越冬準備の一環として家

畜の定期的屠殺がおこなわれる。その際，ウシを屠殺するにあたって，「祭祀鍋の肉」
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（J腑JJoγ町馴日加叩）を食べる習慣がある0この「祭祀鍋の肉」には必ずアマソ・

クジュー，短肋（如γ〟〃fqα摘め，胸骨柄（誠肋★ef），サムサ咄（∫αm∬γ－αあるい

は∫αm∫α）など「ヤムの4つの骨」が含まれる。「祭祀鍋の肉」を食べた後，「ヤムの

4つの骨」で火を祭り，「アマソ・クジューの祝詞」を唱える0アマソ・クジューな

ど「ヤムの4つの骨」はチンギス・ハーンや諸祖先に捧げる供物である

【NAMh♪ORiI1992：2糾－265；ComYm止血1984：3910大地に動物の魂が宿るアマ

ン．クジューを措き，さらにそのうえで実物のアマソ・クジューを燃やすことによっ

て，供物が確実に祖先たちのところに届くように設定されている0

ガルチが火を俄す。サインジャラガルとシャラルダイによると，この際，南北方向

で3つの火を放し，もっとも北側の火はチンギス・ハーンとボルテ夫人のためで，南

へと順次クラン妃，グルベルジン妃のため火が設けられる【SAYINjIR√Al＆

畠AR．⊥DAI1983：1381。一同は各旗から献上された「堅いもの」の肉を骨から刺す0バ

ダマは，この際の雰囲気はきわめて厳粛で，悲しみに包まれているようになると強調

する。「堅いもの」の骨を火に入れて燃やす。ときどき乳酒をかける0オトク●ユル‾

ルチ職は悲しんでいる表情で『金冊』を詠みあげる。

バダマは，この『金冊』はオルドス7旗旗王の「王系」であると説明する。また，

現職の7旗旗王の名も唱える。諸祖先の名を直接ロにしてはならないことから，『金

冊』ははっきり詠まないが，供物を捧げる立掛こある7旗旗王の名は明瞭に詠むとい

う。バダマを含め，トロイ・エジンの祭祀老ダルハトたちは現在誰も『金冊』を所持

していない。サインジャラガルとシャラルダイの著書にも『金冊』は収録されていな

い。ブリヤート・モンゴル出身のディリコフが，1956年に八白官を訪ねた際・当時オ

ルドスの最高責任者であった馬首鋼らの助力もあって，一般に公開しないとされてい

た数多くの文書を閲覧し，写しとっている【恥仙鳩IKOB1958：228－2291。ディリコフ

は，のちに3つの文書を公開している。そのうち第一文書にあげているのが，『金冊』

である。かれの記述によれは，『金冊』は10枚からなる中国製の掛こ金で書かれ，黄

色い綿布の表紙がついていた。保存状態が比較的よく，毎年3月20日，トゥリシとい

う供物を燃やすときに詠むもので，チンギス・ハーンとその後継者たちを詠みあげる

内容であるという【几仙鳩IKOB1958：2291。ディリコフはこの『金冊』がガリル祭で

詠まれるとは書いていない。しかし，トゥリシという供物を燃やすときに使用するこ

と，3月20日という期日から，ガリル祭の『金冊』であると断定してよいであろう。

00）サムサとは，腰椎の最後端の骨である。オルドス・モンゴル人は，サムサは腰椎と尾椎，
それに2つの膀骨，この4つの骨をつなぎあわせる重要な骨であるとみている。
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また，ジャムツァラーノの収集した文書をリンチソが整理して，1959年に公開したテ

キストのなかにも『金冊』が入っている41㌔

以下ではガリル祭における葬礼宴の対象者たちを示すディリコフの入手した『金冊』

をそのまま呈示する。尚，転写にあたって，もともとモンゴル文テキストにあった句

読点は，その点の数に応じて：や：：のように表記する。

p235

1Cf〃gがyqαγα〃－αJβorJeJ房孟血qα仙〃－αご

チンギス・ハーンに，ボルテ・ジュシソ42）妃に

2　0打払〃qα血〃－αJyねがqα血〃一αご

クラン妃に，イェス妃に

3　y由〟ge〃卯血〃－αJn晋が伽qα血〃－αノ

イェスゲン妃に，テウルソ妃に

4　00肋JfnりWγ虚血43）q血〃－αふむ

クルドイ・イルグークチン妃に，ジュチ・

5　qe〃qα血〃摘録g房d∂わer一g

エジンと（その）妃，子息たち（及び）その他の

6　qα（ね叩ね〃ね如トかα〃JJ

重要人物たちとともに。

7　Cdγα（ね′ゆ〃qα血〃加わ曙房dめer－e

チャガダイ・エジンと（その）妃，子息たち（及び）その他の

p236

1qα（ねγαね〃血由仁かα〃JJ

41）Rintchenは，これに「黄金家族の（ための乳を）振りまく儀礼（a／tanurur－unSa～uli）」と
いうタイトルをつけている。これは，ジャムツアラーノが収集した段階でまちがったタイト
ルをつけたのか，それともリンチンが整理したときのミスか，或いは編集者の問題かは分か
らない。リンチソが公開したテキストはディリコフの『金冊』とまったく同一であるといっ

てもいいくらいで，ただときおり転写上の差異がみられるだけである。リンチンが「黄金家
族の（ための）振りまき」として公開したテキストの最後には，乳を振りまく儀礼，ウマの

背中に酒杯を載せて占いをする儀礼に関する内容がつづいている。詳細に検討すると，占い
に関する5行ほどの内容は，そのあとにつづくつぎの文書と内容上一致していることが分か

る【RINTCH玉N1959：84－87】。リンチソのテキストにみられるミスを，セールイスも気づい
ている。セールイスは，モスタールト（Mostaert）がジュンガル旗から収集したテキストを

公開した際，そのうちの（A）文書椚fJf叩γ〟か〟〃∂～な（ほんとうは川崎叩γ〟d）が，リンチン
の「白い群れの振りまき（～町α〃∫〟鵬g∫α～〟Jfγ0∫〟〃）」と類似していることに注目している

【SERRUYS1984：30】。

42）「ボルテ・ジュシソ妃」という表現は『明鏡』（g曙e〃　ね／f）にもみられる。ただし，『明鏡』

ではγお山としている【SoNOM1995：196，203】。

43）RintchenはPTPquq的′としている。
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重要人物たちとともに。

2　0ge虎fq叩α〃q血〃加わ曙∂d∂加汀一g

ォゴタイ・ハーンと（その）妃，子息たち（及び）その他の

3　qα（ね叩ね〃ね如卜如〃JJ

重要人物たちとともに。

4　7bJoff痢〃血fq仔細〃加わ曙〟

トロイ・エジンとイシ妃叫，子息たちと

5（弛eトeqα血叩ね〃ね如卜かα〃JJ

その他の重要人物たちとともに。

6　y領巾押加相川∬γ〟叩めαre毎が）わた出血r

イェスゥイ妃が席についてこれらの人たちと来るときに

7　∂わeトeqα血叩ね〃ねむαトかα〃JJ

その他の重要人物たちとともに。

p237

1桝両川叩明血両肌仰臥助川

グユク・ハーンと（その）妃，子息たち，その他の

2　q〟血γ血〃励〝－如〃側）JJ

重要人物たちとともに。

3　〟伽g七gq町々〃q血〃た∂わ曙鎚d助er一g

ムソケ・ハーンと（その）妃，子息たち，その他の

4　qα血叩Jα〃血如卜か〝〃JJ

重要人物たちとともに。

5　0〟鋸kf∫eわ〃卵γα〃bm加〟q血〃

フビライ・セチェソ・ハーンとチャムブイ妃，

6　加わ曙〟d∂如r－eq〝（ねγ仙川加地亘岬侶

子息たち，その他の重要人物たちとともに。

7　ご飯gた血g∂ge～血¢0叩〃伊γねi∂如トe

チソキム・クケチソ，コカソ，ククタイその他の

p238

1叩くね叩ね〃血如′－如〃ご二

重奏人物たちとともに。

2　殉払摘乃仰山伽蘭牒叩m押加

ウルジイト・トゴソ・チムール・ハーソと妃

44）トロイ・エジンの妃ソルカクタニを祭った祭殿はオルドスのエジソ・ホロー旗領内にあっ

た。詳しくはqu沌a（bilig）【1990，1992a，1992bl参照。
45）Rintchenはedkuとしている。

46）Rintchenのテキストにはtyqnが欠如している。
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3　加わ曙〟∂みeトeq〟血叩ね〃ね如トかα〃JJ

子息たち，その他の重要人物たちとともに。

4　Tbγ〟〃′emかq町〝〃qα血〃摘み曙がd励erかeが7）JJ

トクソ・チムール・ハーンと妃，子息たちとともに。

5　肋〃gγ肋疏〃q仔細〃血如卜かα〃JJ

マンギラ・エジンと妃とともに。

6　8〝mαぬく痢〃β叩扇qα血〃ね如卜かα〃JJ

ダルマラ・エジンとダクイ妃とともに。

7　助川αね庚〃卯血〃加古曙がd∂∂eトビ

カマラ・エジンと妃，子息たちと，その他の

8　卯（ねγ仔細〃ね如卜かα〃JJ

重要人物たちとともに。

p239

1月γ〃〃7セ朋かqαγα〃qα血〃摘み曙がdねむer

ジクソ・テムール・ハーンと妃，子息たちとともに

2　〃bm叩α〃qe〃qα血〃加わ曙房d∂∂er一g

ノムハソ・エジンと妃，子息たちとその他の

3　卯くね叩ね〃ねむαトかα〃JJ

重要人物たちとともに。

4　80所密〃qα血〃加わ曙房d∂ムer－eqα（ね叩ね〃血如r二

ドルジ・エジンと妃，子息たちとその他の重要人物たちとともに。

5　7℃J〟ge〃如お印〃彪（ねge〃α／（ね〃WmJね′∂叩－α

トルケン・バーバハン，ジェテケン・アルダルマ，タタール・ブハ

6　Ukγ～血丁も付叩－α∂ゐeトe卵（ねγαね〃ね如rJノ

ウラークチソ・タルスハ，その他の重要人物たちとともに。

7　0〟肋肋　α叩〃〃曾山〃〃血β〝JJ

クシライ・ハーンと妃とともに。

8　¢0血血如7㌦8）q叩α〃q仔細〃血如rJJ

クドトバラ・ハーンと妃とともに。

p240

14叩（ね〃〝－α卯γ〃り押血∽ん通例∵

アユダルマ・ハーンと妃とともに。

2　且血結わJeJqαγ即日押血∽ん通例∵

エリンチメル・ハーンと妃とともに。

47）Rintchenのテキストにはこの一行が欠落している。

48）RintchenはQutuγtubahlとしている。
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3　C∂g血qα山かαA血γ〟〃qα血〃－αご

チュクチソ妃に，アドーン妃に

4　月血が9）¢〟柑〟fq〝紬かαごβoroJ〟〃乃晋が伽

ビナン・クルドイ妃に，ポロルソ・テウルン

5　〟伽g～rr　〟れαγ血的′仇扉Cbγα～血∂わeトe

ムソチル，クラクト，ウヤ二・チャガチソとその他の

6　卯血叩血沈血m

重要人物たちとともに。

7（ラ励乃川かq叩α〃qα血〃血如〃JJ

ウルジ・テムール・ハーンと妃とともに。

p241

1助gお印叩〃qα仙〃わあα〃JJ

ェソケ・ハーンと妃とともに。

2　⊥め扇卯γα〃qα血〃血如〃JJ

ラバイ・ハーンと妃とともに。

3　qy血d血fq町α〃qα血〃ねむα〃JJ

オイラトダイ・ハーンと妃とともに。

4【血qdq町α〃qα抽〃ねむα〃ごノ

ウスハル・ハーンと妃とともに。

5　G伽Je爪かqαγα〃qα血〃ねむα〃JJ

グソテムール・ハーンと妃とともに。

6　乃J如f卯γα〃qα抽〃ねむα〃JJ

タルバイ・ハーンと妃とともに。

7　0匝f－J〟卵叩〃卯拍〃血如〃二二

ウルジイト・ハーンと妃とともに。

p242

1伽gJemかq叩α〃qα蝕〃ねむα〃二二

ウルクテムール・ハーンと妃とともに。

2　山賊卯叩酢卿加日劇曙〟

アダイ・ハーンと妃，子息たち

3　∂∂er－eqα血叩Jα〃ねむαrJ

その他の重要人物たちとともに。

4　7bγ蝕か岬－α卯叩〃qα拍〃摘み曙〟

トクトブハ・ハーンと妃，子息たち

49）RintchenはBuyanとしている。
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5　∂わer－eqα（ね叩ね〃ね如rJJ

その他の重要人物たちとともに。

6　ル知新座加卯叩m卿加目地m

メルグルギソ・ハーンと妃とともに。

7　肋ね〃qα叩〃卯血〃血如〃JJ

ムラン・ハーンと妃とともに。

p243

1肋〃血γ〟〟qαγα〃qα血〃ね如〃JJ

マンドクリ・ハーンと妃とともに。

2　助血〟伽g加′り′α〃qα叩〃qα血〃加わ曙〟

バトムンク・タヤソ・ハーンと妃，子息たち

3（弛eトe卯（ね叩ね〃ね如rJ

その他の重要人物たちとともに。

4　月α和め〟血d卯叩〃β〟ね〃qα蝕〃加わg〟d

バラス・ブルト・ハーンとブタン妃，子息たち

5（弛er－eq〟（ね叩ね〃わあαrJJ

その他の重要人物たちとともに。

6　βodfqαγα〃qα血〃ね如〃JJ

ボディ・ハーンと妃とともに。

7　6伽か他力JI0〃gAJね〃qα血〃

グソ・どリク・ジノンとアルクソ妃

p244

1ゐ併血圧助閻混血お肌

自らの子息たちとともに。

2　上）αrり厄〟〃卯叩〃卯血〃緑的g〟dわあe〃ごノ

ダライソン・ハーンと妃，子息たちとともに。

3　凡げα〃（ねr－αJ川0〃gq〟血〃血如〃JJ

ノヤソダラ・ジノンと妃とともに。

4　βり′α〃助叩J〟rqOJIgJの′ゆqα血〃血如〃ごノ

ブヤソ・バートル・ホン・タイジと妃とともに。

5　月／ね〃qαγα〃〃わ′α〃～〟卯血〃ねむα〃JJ

アルクン・ハーンとノヤンチョ妃とともに。

6　β0∫0γイ〟カ〃0〃gqαγα〃．侮〃g七山

ボショクト・ジノン・ハーンとジュンキン

7　qα仙〃おお〃∴

妃とともに。
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p245

1g代わ〃fgere〃gJ〃0〃g R加わ〃　川0〃gJ

ェルデニ・セレン・ジノン，リンチソ・ジノン

2　rbお力〃0〃gJCの′肋卯〃g

トバ・ジノン，チョイラ・ホン

3　叫′ぴqα抽〃血如rJJ

・タイジと妃とともに。

4　g〟雌qo∫OJCJ〃γα〃g印加止血m

グル・ホセイ・チソ・ワンと妃とともに。

5　此血用か動Coγ血叫伸二

バト・タイジ，チョクト・タイジ

6　9m血狛卸動押加例知一g

クルムシ・タイジと妃，その他の

7　印画岬沌血両如侶

重要人物たちとともに。

p246

1…‥50）路頭ヅ〃g少伽Vα〃gqα血〃山地rJJ

国の郡王……と妃とともに。

2　5町わが1）J∂鵬ヅ加gわ′伽用〃gqα血〃励肌ご

サクワ（という），国の郡王と妃とともに。

3　月誠如〃～00r52）J∂鵬ヅ血gわ′伽γα〃g卯血〃ね如rJニ

ラシバンチュール国の郡王と妃とともに。

4　月虚血ere〃g蝕∫αねγ～fJ町びニ

ラシセレン協理タイジ

5　6伽餌α〃gJ町伊JG肋Ⅵ紬〃53）叫河か

グソザソ・タイジ，グムテン・タイジ

p247

1ge離別doげ54）叫′ゆ二gβ〃∫〆5）J町帥

セクジムドルジ・タイジ，サウサ・タイジ

2　上）α〃印が‘）仙川血γ～fJの伸二

50）Rintchenのテキス

51）Rintchenのテキス

52）Rintchenのテキス

53）Rintchenのテキス

54）Rintchenのテキス

55）Rintchenのテキス

56）Rintchenのテキス

トではこの箇所に80〃血γとある。

トでは5g如γとしている。

トでは月が拍α〃ルrとしている。

トではG伽Ce GG椚椚0γとしている。

トでは5α〃gカ所do所としている。

トでは5g此e〃としている。

トではβα〃C血としている。



楊　オルドス・モンゴルの祖先祭祀

ダソザソ協理タイジ（と）

3　9α血〃めどトe

妃，その他の

4　卯（ね叩ね〃わあαトかα〃JJ

重要人物たちとともに。

p248

1αq－αqα血〃－αdqo〃gγ〟′

兄に，妃に，赤くて清らかな

2　伽どれf∫OJI0叩〟∫0血如一〆7）ゆ郁

真実を開き，ソルバをみる

3　伽e〃∂0血γ∫α〃00γ〟γ～血em曙e〃一g

真実となったホーチソ老婆に

4　くわJo叩〃g邸egJeg〟〃eJeged

7つの部分を東側に

5　g仏師∂g摘geか

置いてあげよう。

6　み〟川γ〟∫α〃〃－αごみ〃用γ〟〃α〝〃一々ご

反対の月に，反対の日に

7（ねgeトビ叩一両棚か励め〟r－α

上に兄にウルジイがあるように，下に

p249

1dねが〟∂匝fね〃JJ

弟にウルジイがあるように。

2　γ血知り励拍如軸伽動画

3の9（27）の傷のない

3　7〃0血か沙αre増血曙坤Je胎血

たきざで山積みにしておいて

4　仙助趣血

燃やそう。

【且仙鴨IKOB1958：235－249】

「堅いもの」の骨は全部燃やし，剥ぎとった肉は持ちかえって7旗の継承人たちに

渡す。オトク・ユルールチ職とダルハソ・カーは先に帰るが，ガルチは火が完全に消

えるまで居残る。帰る際もオトク・ユルールチ職はフェルトのうえからウマに飛び乗

57）RintchenのテキストではSOhJngγ－Gとしている。
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る。帰る途中，「ガリルの谷」の方へふりかえってはならない。一行はまた「ガリル

の歌」（叩rJ恒〃血γ〟）を歌う0バダマが現在覚えているのはつぎのようなものであ

るが語義は不明である。

e班カq〟，〆〟〟カ抑erJefer励……

サインジャラガルとシャラルダイはつぎのようなことばを記している。

血／e〟〃面匹卯血両触れ両肌か励Ⅷ廟／

lSAYtNJm⊥＆岳ARALDA11983：139－1401

この「ガリルの歌」も一般の参拝客は，つとめて聞かないようにする。オトク●ユ

ルールチ職は八白官に戻り，『金冊』をもとの箱に納め，ガリル祭は終了する。

4．3　未完の文書にみる埋葬儀礼の要素

4．2．3で触れたガリル祭に関するジャムツアラーノの文書には，ひきつづきつぎの

ような内容がある。

……丸煮をヤムタン（ダルハト）が取って，《ガリルの書》を使って麻いをこめて燃やす0

帰ってきて《大恩賜≫加わ摘ge／）を食べる。ユルールチ職が炉を掃除して点検する0福

を招く。火のついた捧（孟物e抽）を手にして出発し後ろをふりむいてはいけない0（ウマ

を）飛ばして帰ってくる際，熟成させた食べ物を持っていく人はその食べ物を食べる必要

がある。つぎに，ハーンのジノンは，太陽が昇る前にジュゲスを観察するチャライチ58）二

人に，ハイマツ2，酒2を持ってきて，主（チンギス・ハーン）の前に叩頭して座る0ト

ゥール（職のダルハト）が来て香を捧げるよう命じる。《タイジたちがついてきて献香する

よう≫と呼ぶ。献香してから《3つの歌》を歌う。（その間）数人のタイジたちは供物を捧

げることをつづける。その後は（ヒツジの肉の）部位を観察するとき，ユルールチ職はつ

ぎのように麻いをいう。……（以下略）【RINTCHEN1959：871

上述の「熟成させた食べ物」の実体は不明であるが，オルドス・モンゴル人が陰暦

11月29日におこなう祖先祭祀の供物トゥリシも，必ず「熱成した食べ物」からなって

いる。「ガリルの書」とは，おそらく『金冊』のことであろう。「大恩賜を食べる」と

は，「祖先の恩賜」すなわち「堅いもの」の供物から剥ぎとった肉であろうと私は推

定している。ガリル祭から八白官にもどる際に「ふりむいてはならない」ことと，「ウ

マを飛ばす」ことなどの要領をいまでもダルハトたちは堅く守っている。ハルヴ7に

58）セールイスはチャライチを漢語の「相面的」すなわち観相家と訳している【SERRUYS

1984：481。
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よると，シベリアのすべての民族は埋葬地からの帰り道に特別の注意をはらう。野辺

の送りに関わった者は，死者の魂がついて来ないようになどの理由から，帰り道ふり

むいてはならない。また，チュルク系のカザフ族は，ウマから落ちるほどの早さで埋

葬地から帰る【ハルヴァ1991：262－263，275】。ガリル奈の一行がふりむかない点は，

シベリアなど北アジア諸民族の埋葬儀礼を倣俳させる。

陰暦12月29日の祖先祭祀では，供物トゥリシを燃やす。それによって供物の匂いケ

ンシュー（ね鳴物戯）があの世の祖先に届くように祈願する59）。これに対し，ガリ

ル祭では，あえてこの世の日常に反する行為をすることによって，あの世とこの世と

を自由に行き来し，供物を直接あの世に住む祖先のもとに届けて戻ってくるという演

出をする。つまり，一般のひとは，あの世との交流は不可能であるが，ボルジギソ一

族だけはそれが可能であるという演出によって，高貴な出自を強調しているのである。

一度あの世に近づくことのできたオトク・ユルールチ職とダルハソ・カーは，今度は

「この世」にもどるための手続きをとっていると理解できよう。

5　お　わ　り　に

以上，現段階で入手可能な文書資料と，実際に祭祀活動にたずさわっていた祭祀老

ダルハトたちからの情報にもとづいて，清朝時代から中華民国にかけてのトロイ・エ

ジン祭祀の実状，祭祀老ダルハトの社会構造，そしてとくにトロイ・エジン祭祀と八

白宮との関連性を中心に，再構築を試みた。その結果，明らかにすることができた点

と，それに依拠した仮説はつぎの通りである。

まず，明らかにすることができたのは以下の通りである。

5．1末子トロイ・エジン祭祀と八白官との関連

第一，トロイ・エジンの祭祀は，チンギス・ハーンの八白宮祭祀との共通性が極め

て高い。トロイ・エジン祭祀のダルハトは，チンギス・ハーンの「五百戸の黄色いダ

ルハト」と職掌名や組織が酷似している。その意味で，トロイ・エジン祭祀は，八白

宮祭祀の縮小版であるかのようなイメージを払拭できない。また，トロイ・エジン祭

祀の理論的根拠は，八白宮祭祀と同様，『十善自史』に求めることができる。トロイ・

エジン祭祀は，突出した名門集団の祖先祭祀であることは明白である。

第二，トロイ・エジン祭祀は，単なる八白宮祭祀の縮小版ではない。トロイ・エジ

59）清水は，火を，自然物と人間との媒介・接点の表象であるとする【清水1974：33－34】。
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ソ祭殿とトロイ・エジンを祭るダルハトには，さらに別の，より重要な義務が与えら

れていた。末子が一族の歴代祖先を祭るという義務を，トロイ・エジンが，そしてト

ロイ・エジンの死後はかれを祭るダルハトたちが，継承したにちがいない。

第三，末子トロイ・エジンのダルハトが，末子の義務を果たそうと演出するのが，

ガリル祭である。ガリル奈の目的は，チンギス・ハーンなど歴代大ハーンを輩出した

ボルジギソという名門集団の諸祖先を祭ることである。祖先祭祀であるところのガリ

ル祭には，複数の儀礼の要素が内包されている。拝火儀礼，狩猟儀礼，再生儀礼，豊

餞儀礼など，そして当然のことながら，古くからの埋葬儀礼と祖先崇拝の儀礼も確認

できる。複数の儀礼から構築されているガリルという祖先祭祀は，ボルジギソという

名門集団がほかの父系親族集団とは異なる，特権集団であることを表している。ガリ

ル祭は八白宮祭祀の一環ではないにもかかわらず，モンゴルのもっとも神聖な場所，

八白宮を選んで実施されている。神聖な場所において，反日常を演出し，高貴を誇示

するのである。

ガリル祭について，下記の2点については不明であり，今後の課題としたい。

第一，ガリルということばそのものの意味は，未解決である。オルドス・モンゴル

の長老，民俗学者たちから，古代チュルク語，チベット語もしくはサンスクリット語

であろうとの説明を受けたことがある。ガリルは，ガル（火）でもガルル（叩mJ出

自）でもなく，なにか特殊な意味があるのであろう。

第二，ガリル祭の対象，すなわちボルジギン一族の歴代祖先の名を記した『金書』

の問題である。本稿で私が使用したディリコフの『金書』では，ボルジギソ一族の祖

先は，チンギス・ハーンから始まっている。『モンゴル秘史』にみられるイェスゲイ

以前の諸祖先の名はない。そして，チンギス・ハーン以降の歴代大ハーンの名前も欠

落している部分がある。これは，意識的になんらかの政治判断で削除したのか，社会

変動のなかで紛失したのかは，不明である。その糸口として，『蒙古源流』など歴史

文献にみられる大ハーンの系統と『金書』の人名を比較する必要もある。

5．2　祖先祭祀の重層的構造

祖先祭祀の複雑な構造を解明するためには，従来の祖先祭祀研究およびその関連研

究をいま一度整理する必要がある。

5．2．1ガタギン一族の祖先祭祀

モンゴルの祖先祭祀に関する従来の研究のなかで，筆頭にあげられるのはホルチャ
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バートル（Qureabaγatur）の『ガタギソ十三アタ一・テングリー60）祭（QatayinAr－

ban mrban Atay－a7tngriTyin7bily－a）』である【QUReABAmTUR1992；小長谷

1989b：139－149】。これは，現在オルドス・ウーシソ旗に居住するガタギソ一族

（qataカnoboγ）が維持している祭祀に関する，実地調査にもとづく研究成果である。

ガタギソ一族の人びとは，『モンゴル秘史』にみられるチンギス・ハーンの8代前

の祖先にあたるボドンチャルという人物の兄ブグ・ガタギの末裔であるというアイデ

ンティティを堅持している。チンギス・ハーンを生んだボルジギソ一族は「ハーン一

族」（qαdo∂0γね〃）と自称する。ガタギン一族とボルジギソ一族とは，「兄弟関係に

ある父系親族集団」（叩－αd由房ガザ加0み0γね〃）という共通の出自意識を互いに確認し

あっているものの，一般的には，ガタギソ一族はいわば傍系集団であるというのが定

説になっている。

ブグ・ガタギを祖先とするガタギソ一族の人びとによって維持されてきた家神祭

を，ホルチャバートルは「ハーン一族の十三アタ一・テングリー奈」（卯か〟〃geト伽

αr如〝γ〟r如〃αねγ一αe〝grザ血町fJγ－α）と位置づけている。チンギス・ハーン一族の

祖先祭祀を研究するためには，傍系集団ガタギソ一族の家神祭研究は大きな啓発とな

る。以下ではホルチャバートルの説を詳しく検討してみることにしたい。

ホルチャバートルによると，本来「ハーン一族の家神祭」（qαd－〟〃ger一助J町伸一α）

は，モンゴルの名門集団のひとつ，ボルジギソ一族のボドンチャルが主宰していた家

神祭で，それをジュゲリ（ガgeJf）奈という。ジュゲリ祭とは，「祖先の地」（yeたeg一

助叩カr）と呼ばれる特別な場所においてジュルト（カ柑房）という供物を木から掲げ，

全父系親族集団の成員が集まり，みずからの出自，祖先とのつながりを確認する祭で

あるという【QUReABAmTUR1992：4－61。

ホルチャバートルは，ジュゲリという，古くからみられることばは，祖先祭祀

（d由e戯∫－伽細山Jγ－α）を意味する概念であり，チンギス・ハーンが全モンゴルの各父

系親族集団を統一する以前の段階では，個々の父系親族集団内に存在していたと主張

している【QUReABAmTUR1992：6－8］。「ジュゲリ奈＝祖先祭祀」と定義したうえ，

このジュゲリ祭こそハーン一族の家神祭であると，さらに一歩議論を前進させている。

ここで，ホルチャバートルの視点はチンギス・ハーンによるモンゴル族の統一に向け

られている。本来はモンゴルの各父系親族集団内にあったとされる祖先祭祀が，モン

ゴルの統一にともない，とくに文字の使用など文化的統合が進むにつれ，チンギス・

仰）アター（αJ町－α）とは「嫉妬」の意味で，アタ一・テンダリーとは，「嫉妬天」に相当する
との説明を現地で受けたことがある。
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ハーンを新たな祖先とする「黄金オルドの祭祀」（α加〃0√血か〟J町中－α）が制度化さ

れ，これが全民族の祖先祭祀へと変容し，定着したという。政治的統合により，個々

の父系親族集団内にあったジュゲリ祭だけでなく，チンギス・ハーンを生んだ，名門

ボルジギソ一族のジュゲリ奈まで姿を消すことになったという【QUReABAmTUR

1992：8－91。

ホルチャバートルは，現在でこそガタギソ一族の人たちが自分たちの祖先祭祀を

「ハーン一族の家神祭」，または「十三アタ一・テングリー奈」と表現しているもの

の，中世モンゴル時代ではまざれもなくジュゲリ祭ということばを使用していた，と

いう解釈をしているといえよう。

ジュゲリ祭に関しては，『モンゴル秘史』などの歴史文献に断片的な記録があるも

のの，その全容は決して明瞭ではない。ホルチャバートルは『モンゴル秘史』などの

文献資料を駆使しながら，みずからの実地調査にもとづいて，ジュゲリ祭の再構築を

試みている。それを要約すれはつぎのような骨組である【QUReABAmTUR1992：

1ト201。

第一，ジュゲリ祭に参加できるのは，血縁上当該父系親族集団の「純粋な成員」と

認められる者に限られ，排他的な祭祀であった。また，寡婦や出産直後の女性も排除

されていた。ジュゲリ祭からの排除は当該父系親族集団からの追放を意味するもので

あった。

第二，成員一同が集まって系譜を暗唱し，祖先とのつながりを確認した。現在ガタ

ギソ一族の人たちが祭祀のときに一族の系譜をアタ一・テングリーに報告するのと同

じように，『モンゴル秘史』の人物ボドンチャルもまた，一族の系譜を唱えたのであ

ろう。『モンゴル秘史』ではボドンチャルの祖先は「上天よりさだめによって生まれ

た蒼き狼と牝鹿」であるとしていることから，ボドンチャルもまた一族と天とのつな

がりを強調したにちがいない。ガタギソ一族の人たちは「十三アタ一・テングリー」

をまた「父なる，永遠のハーン・アタ一・テングリー」（e独ed由e戯qα〃椚伽gb

atay－atengri）と表現する【QUReABAmTUR1992：67］。これは，アタ一・テンダリー

を守護神とし，みずからの祖先とテングリーすなわち天とのつながりを強調した祖先

祭祀である。

第三，成員たちは，ジュルトという供物で天を祭った。現在のガタギソ一族もまた

この習慣を維持している。チンギス・ハーンの八白官祭祀においても，ジュルトの使

用を確認できる【SERRUYS1984：381。八白官の祭祀は全モンゴルの政治統合を目的

とした祭であり【楊1995：27－541，そこでも，ジュルトが使用されている以上，ジュ
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ルトは格式の高い供物であると理解できよう。ホルチャバートルは，ジュルトはおそ

らく古代チュルク語に起源することばで，のちにダフール族など北アジアの諸民族の

あいだに普及していったのであろうと推察している。実態としては，家畜あるいは動

物の頭，顎，気管，そして肺臓などがつながったままの形で捧げられる供物である。

ジュルトにはたくさんの種類がある。1）頭と顎，それに気管，肺臓などのそろった

ものが一種である。2）頭はなく，顎，それに気管，肝臓，心臓がそろうジュルトを

「顎ジュルト」（e麒麟肋）という。3）頭と顎がなく，舌と気管，肝臓，心臓，肺

臓がそろうのは「舌つきジュルト」（如加房御戯）である。いずれにしても，ジュル

トという供物には心臓は欠かせないのである。魂が宿るとされる心臓がついているこ

とから，ジュルトは祖先祭祀におけるもっとも大切な供物だったのである。

第四・供物の一部を祖先祭祀に参加した成員たちが「祖先の恩賜」（ye紘一細々由な

または如d放卜加え由な）として分配して食べた。

以上がホルチャバートルの学説の要点である。「祖先祭祀＝ジュゲリ祭」との定義

はホルチャバートルの説のなかでもっとも貴重な議論である。ガタギソ一族が維持し

ている「十三アタ一・テングリー祭」を祖先祭祀と定義するホルチャバートルの説に

は，私も賛成する。つぎに，ジュゲリ祭と呼ぶ祖先祭祀の供物ジュルト，ガリル祭と

呼ぶ祖先祭祀の供物アマン・クジューについて検討する。

5．2．2　祖先祭祀の供物

ジュルト

ホルチャバートルが祖先祭祀と定義したジュゲリ奈の供物は，ジュルト（劇肋）

である。このジュルトについては，小長谷の論考がある。小長谷は，モンゴルにおけ

る家畜の屠殺儀礼に関する論文のなかで，ジュルトについて考察をおこなっている。

それによると，食糧供給を主な目的とする定期的屠殺とは異なる，ある特定の意味を

になった儀礼の際におこなわれる屠殺すなわち「儀礼的屠殺」にはシャマンが関わり，

ジュルトが登場する61も

『モンゴル秘史』にみられる記録や，現在なお狩猟を営む一部のモンゴル人のジュ

ルトのあっかい方からみると，ジュルトは野生動物の魂が存在する部分であり，殺害

にともなう再生儀礼の祈りが託される部分である。小長谷の説明では，儀礼的屠殺に

おいては，通常なら腹側から分断して取りだされる内臓を一連のものとしてつながっ

61）小長谷はズルドと表記しているが，ここではオルドス・モンゴル語の発音でジュルトと表
記する。
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たままの状態で首側から取りだす点が一般的屠殺との明確な差である，という。ジュ

ルト儀礼において，動物を解体し，内臓をつながったままに取りだす方法は，狩猟に

おける獲物の解体方法と類似している。その意味で，ジュルト儀礼は，本来狩猟に関

するものであり，「つながった」ままの状態，すなわち再生のための処理が施されて

いる点にその本質がある。狩猟儀礼にみられる野生動物のための再生手段が，家畜の

場合にも，儀礼的な場合にのみ再現されている。家畜の儀礼的屠殺は，狩猟の模倣で

ある。儀礼的屠殺は食糧の入手を目的としているのではなく，祖先や天など超人間的

存在への供物の献上を目的としている。これは，聖性が高い行為となり，ジュルトの

儀礼も聖性の高い儀礼である，という【小長谷1991：318－3231。家畜を野生動物のよ

うにあっかい，供物を格上げしてからジュゲリ祭や八白官祭祀においても捧げたとみ

ることができよう。

アマソ・クジュー

チンギス・ハーンの末子トロイ・エジンの祭祀老ダルハトたちによって実施される

ガリル祭と呼ぶ祖先祭祀の供物を「堅いもの」という。これは乾燥させた家畜の丸煮

である。そのなかでもっとも重要な部分は，アマソ・クジュー（α椚α〃秘術g房〟）で

ある。ガリル祭では，「堅いもの」のアマソ・クジューなどの骨を地面に措いた星印

のような紋様のうえにおいて燃やす。この星印の紋様もまたアマン・クジューと呼ば

れる。

アマソ・クジューとは直訳すれば「口の頚」との意味である。小長谷は，冬から翌

春にかけて消費する肉を準備するための定期的屠殺を，「一般的屠殺」と呼び，屠殺

に関するモンゴル各地の民族誌，とりわけ屠殺にあたって唱える祝詞にもとづいて論

考をおこなっている。小長谷は，この定期的屠殺にあたっての儀礼を「アマソ・クジ

ューの儀礼62）」と呼んでいる【小長谷1991：305－3061。小長谷の説では，「アマソ・

クジューの儀礼」はまずウシに限定されるという。それは，ウシはおそらくモンゴル

における集団のアイデンティティをもになう特定の家畜で，ウシにのみ限定するアマ

ソ・クジューの儀礼的行為を遂行することによって，ヒツジなどほかの家畜の屠殺が

許可されるという構造を生みだすものである，と解釈している。家畜の屠殺も超人間

的存在の許可が必要で，殺害の許可度が小さいという意味で，地位の高い特定種が選

ばれていることになる。

62）小長谷はアマソフズーと表記している。ここではやはりオルドス・モンゴル語の発音にし

たがい，アマソ・クジューとする。
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ただし，家畜の場合は，殺害があらかじめ正当化されている点で，狩猟の対象とな

る野生動物とちがう。モンゴルなど北アジアの狩猟民のあいだで広くみられる死と再

生儀礼においては，殺害した動物の骨を破壊しないことが，再生を可能にすると考え

られている。家畜の場合は，ひとつの特定の骨，すなわち魂が宿るアマソ・クジュー

が選択されている。アマソ・クジューはウシを屠殺した人が食べる。骨をきれいにし

ゃぶったのち，骨の空洞部に脂肪や草などをつめ，火にくべるなどの儀礼をともなう。

小長谷は最後に，食糧の準備を目的とする家畜の定期的屠殺における儀礼は，アマ

ソ・クジューに集約され，アマソ・クジューの儀礼は「再生」を期待する行為である，

と結論している【小長谷1991：305－318】。一般的屠殺におけるアマソ・クジューの儀

礼では，祝詞や祈南句を唱えることによって，再生が期待されるのに対して，祖先祭

祀など儀礼的屠殺では，ジュルトのあっかいに象徴される行為によって，再生が期待

されている。

ジュルトとアマソ・クジューはいずれも魂の存在箇所とみなされることになるが，

これは，狩猟の対象となる野生動物の魂は内臓にあり，家畜の魂はアマソ・クジュー

に宿る，との解釈が可能となる【小長谷1991：328】。

小長谷はその後，別の論文で，つぎのように指摘している。人間が食べるために利

用するときには，家畜の聖性を降下させる手続きをとる必要があり，これがアマソ・

クジューの儀礼である。一方，祖先祭祀など超人間的存在に供物を捧げるときには，

家畜を野生動物のようにあっかい，価値を高め，聖性を上昇させることになる，と指

摘している【小長谷1994：88－89】。小長谷の研究は直接祖先祭祀を論じたものではな

いものの，ジュルトとアマソ・クジューについての指摘は，ホルチャバートルの説を

さらに発展させたことになる。祖先祭祀において，本来は再生祈願が託される肉の部

分を供物として用いるのは，一族の繁栄を祖先に祈願するものと解釈できる。

5．2．3　ハーン一族の祖先祭祀の主宰者

ホルチャバートルの指摘通り，チンギス・ハーンの死後，チンギス・ハーンそのも

のを崇拝することが強まり，それはまたモンゴルを結束させる唯一の政治思想でもあ

った。現在まで維持されてきた「黄金オルドの祭祀」もチンギス・ハーン崇拝の一環

をなす儀礼である。「黄金オルドの祭祀」は，トロイ・エジン一族出身のフビライ・

ハーンの勅命によって制度化されたことを，モンゴル語の歴史資料が語っている

【SoNOM1995：207】。

私は，「黄金オルドの祭祀」と「ハーン一族の祖先祭祀，ジュゲリ祭」とのあいだ
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には，大きな質的な差異があったと推察している。モンゴルにおいて，この両者の位

置づけが根本的に異なっているのである。ハーン一族の出身で，オルドスのサガン・

セチェソ・ホン・タイジは，『蒙古源流』のなかで，チンギス・ハーンの死後に設置

された八白官を「総合的守護神」レer伽g如ザ血封摘ge〃）と位置づけている。これは

「全モンゴルの守護神」であることをいわんとしているのである。

末子以外の男子は与えられた財産のみを継承するが，末子オトゴソは，父祖の財産

を受けつぐ。末子はまた「炉の維持者」として，「炉と火の祭」すなわち祖先祭祀を

主宰する義務と権利が与えられる。上述の『モンゴル秘史』に登場する，ジュゲリ祭

の主宰者ボドンチャルもまた，このような「炉の維持者」であった。

ボドンチャルが主宰していたと思われる祖先祭祀を，誰が継承したかを検討する必

要がある。チンギス・ハーンの死後，その末子トロイ・エジンがすべての財産を継承

した【拉施特1986：380；松田1994：285；杉山1992：1411。モンゴルの末子相続の

伝統に則せば，この時点で，ボドンチャルの時代から続いてきた「ハーン一族」のジ

ュゲリ祭もまた末子トロイ・エジンに受けつがれたものと推察できる63㌔

現在モンゴルでは，祖先祭祀を，イェケス・ウソ・タイラカ　レe如ざ一助J町〃γ〃），

デードス・ウソ・タイラカ（虎ged放卜伽J町坤－α）などのようなことばでもって表現

するのが一般的である。『モンゴル秘史』に記録があって，ホルチャバートルの学説

にもみられるジュゲリ祭と呼ぶことはない。ジュゲリ祭という表現が『モンゴル秘史』

に登場する以上，13世紀ころまでは，祖先祭祀を意味するポピュラーなことばであっ

たろう。しかしそれ以降は，ボルジギソという名門集団内の祖先祭祀，とくにそれを

八白宮の近くで，チンギス・ハーン一族の諸祖先を祭るという形で挙行する場合，も

っぱら「ガリル」と呼ばれるようになったものではなかろうか。
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多くの歴史家に指摘されている。このような政治的な要田が，元朝の創立者フビライ・ハー
ンの誕生をも促した【杉山1992：137－189】。
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文を作成するにあたり，国立民族学博物館の清水昭俊教授，佐々木史郎助教授より貴重なご教

示を賜った。また，トロイ・エジンの祭祀者であったバダマ老とウルグン・ダライより貴重な

情報を得ることができた。併せて感謝の意を表したい。
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写真1トH f・二Lンンのダルハトであるノミダて老

705



国立民族学博物館研究報告　21巻3号

写真2トロイ・エジンのダルハト：ウルグソ・ダライ
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写真3　「拝火祭」の供物：ヒツジの胸肉。供物として火の神に捧げるときは，肉を剥ぎ取り，
骨だけを燃やす。

写真4　ヒツジの肋骨。画面中央のもっとも長い4本が「4本の高い肋骨」である。
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写真5　「完全なハ」

写真‘　ヒツジの大腿グヤ
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